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(57)【要約】
　複数のアプリケーションから受信した通知を表示する
ためのシステムおよび方法が開示される。いくつかの実
施形態において、電子機器は複数のアプリケーションか
ら受信した通知を監視することができる。通知の受信に
応答して、電子機器はロック状態またはロック解除状態
で動作している際に通知が表示される方法を制御するこ
とができる。いくつかの実施形態において電子機器は、
電子機器がロック状態および／またはロック解除状態に
ある際に通知がどのように表示されるべきかをユーザが
カスタマイズできるようにすることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ処理システムであって、
　命令を実行するためのプロセッサと、
　タッチ処理モジュールと、
　前記プロセッサに接続され、命令を格納するためのメモリであって、前記命令は、前記
プロセッサで実行された際に、前記プロセッサに、前記データ処理システムの通知モジュ
ールとアプリケーションプログラミングインタフェース(API)呼び出しコンポーネントと
を相互動作させるようにするとともに、前記プロセッサを、
　　少なくとも１つのアプリケーションから複数の通知を受信し、
　　電子機器がロック状態で動作していることを検出し、
　　前記複数の通知に関連づけられたプルダウンオプションを提供し、
　　ユーザが前記タッチ処理モジュールを用いて前記プルダウンオプションを選択したか
どうかを検出し、
　　前記ユーザが前記プルダウンオプションを選択したことが検出されたことに応答して
、前記ユーザに前記複数の通知のリストを提供する、ように機能させることを特徴とする
、データ処理システム。
【請求項２】
　前記複数の通知の前記リストが、前記電子機器が前記ロック状態で動作している間に受
信した全ての通知を有することを特徴とする請求項１記載のデータ処理システム。
【請求項３】
　前記複数の通知の前記リストが、前記複数の通知の各々が受信された時刻に基づいて配
列されていることを特徴とする請求項１記載のデータ処理システム。
【請求項４】
　前記プロセッサがさらに、前記複数の通知の前記リストを、ユーザが選択したパラメー
タに基づいて並び替えるように機能することを特徴とする請求項１記載のデータ処理シス
テム。
【請求項５】
　前記複数の通知の前記リストがスクロール可能であることを特徴とする請求項１記載の
データ処理システム。
【請求項６】
　前記プロセッサがさらに、
　前記タッチ処理モジュールを用いて前記複数の通知の前記リストから通知にアクセスす
ることを選択したかどうかを検出し、
　前記ユーザが前記通知にアクセスすることを選択したことの検出に応答して、前記通知
を生成したアプリケーションに関連づけられたスライダーを表示する、
ように機能することを特徴とする請求項１記載のデータ処理システム。
【請求項７】
　前記プロセッサがさらに、
　ユーザが前記スライダーを操作したことを検出し、
　前記電子機器のロックを解除し、
　前記通知を生成したアプリケーションで前記通知を前記ユーザに提示する、
ように機能することを特徴とする請求項６記載のデータ処理システム。
【請求項８】
　電子機器がロック状態にある際に通知を表示するための方法であって、
　少なくとも１つのアプリケーションから複数の通知を受信するステップと、
　前記電子機器がロック状態で動作していることを検出するステップと、
　前記複数の通知のリストを表示するステップと、
　前記電子機器が前記ロック状態で動作している際、ユーザが前記表示されたリストを閲
覧することを可能にするステップと、
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を有することを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記表示されたリストを前記ユーザが閲覧することを可能にするステップが、さらなる
受信通知が表示されるよう、前記表示されたリストを上または下に移動させるためのユー
ザ入力を受信するステップを有することを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　表示される通知の各々が、代表グラフィックおよびテキストを有することを特徴とする
請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数の通知の前記リストが、前記複数の通知の各々が受信された時刻に基づいて配
列されていることを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１２】
　さらに、
　前記電子機器のロックを解除するためのユーザコマンドを受信するステップと、
　前記電子機器のロックを解除するステップと、
　前記電子機器が前記ロック状態に再度移行した後、前記電子機器のロックを解除する前
に表示されていた受信通知のリストの表示を中断するステップと、
を有することを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１３】
　テキストを含んだユーザ入力ロック解除領域を表示するステップをさらに有することを
特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１４】
　前記ユーザ入力ロック解除領域の前記テキストは、受信した通知の内容に応じて変化す
ることを特徴とする請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記ロック状態は、前記電子機器とユーザとのやりとりが制限される状態であることを
特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１６】
　命令を提供する、機械が読み取り可能な記憶媒体であって、前記命令は、プロセッサで
実行された際に、アプリケーションプログラミングインタフェース(API)実行コンポーネ
ントが動作を実行することを可能とするAPIを前記プロセッサに生成させる命令であって
、前記動作が、
　プッシュベースの通知およびトリガーベースの通知の少なくとも１つを有する複数の通
知を受信し、
　電子機器がロック解除状態であることを検出し、
　ユーザが通知センターにアクセスすることを選択したことを検出し、
　前記複数の通知に関連づけられた複数のペインを有する通知センターを表示する、こと
を含むことを特徴とする、機械が読み取り可能な記憶媒体。
【請求項１７】
　前記動作がさらに、前記通知センターをディスプレイの最下部までプルダウンすること
を含むことを特徴とする請求項１６記載の機械が読み取り可能な記憶媒体。
【請求項１８】
　前記ユーザが前記通知センターにアクセスすることを検出する前記動作が、さらに、前
記ユーザが前記ディスプレイの最上部から少なくとも１本の指をフリックまたはドラッグ
したことを検出することを含むことを特徴とする請求項１６記載の機械が読み取り可能な
記憶媒体。
【請求項１９】
　前記動作がさらに、前記複数のペインの各々に対するオプションを提供することを含み
、前記オプションは前記ユーザが前記ペインから少なくとも１つの通知を手動で除去する
ことを可能にすることを特徴とする請求項１６記載の機械が読み取り可能な記憶媒体。
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【請求項２０】
　前記動作がさらに、
　前記通知センターについての設定を変更するためのオプションを提供し、
　ユーザが前記オプションを選択したことを検出し、
　複数の通知設定を提供する、
ことを含むことを特徴とする請求項１６記載の機械が読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２１】
　前記動作がさらに、少なくとも１つの通知に対応するカレンダーイベントの時間が経過
した後、前記通知センターから前記少なくとも１つの通知を自動的に除去する機能の提供
することを含むことを特徴とする請求項１６記載の機械が読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２２】
　前記動作がさらに、
　表示されている複数のペインの１つのユーザ選択を検出することと、
　前記ユーザが選択したペインに関連づけられたアプリケーションを開くこと、
を含むことを特徴とする請求項１６記載の機械が読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２３】
　ロック解除状態の電子機器に通知センターを表示するための方法であって、
　複数の通知を受信するステップと、
　ユーザが通知センターにアクセスすることを選択したことを検出するステップと、
　水平方向にスクロール可能な少なくとも１つのペインと、垂直方向にスクロール可能な
少なくとも１つのペインとを備える通知センターを表示するステップと、を有し、
　前記垂直方向にスクロール可能な少なくとも１つのペインが、関連づけられた、少なく
とも１つの通知のリストを含むことを特徴とする方法。
【請求項２４】
　前記水平方向にスクロール可能な少なくとも１つのペインが、自動スクロールする項目
を有することを特徴とする請求項２３記載の方法。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つの水平方向にスクロール可能なペイン上のユーザ入力を受信するス
テップをさらに有し、
　前記受信したユーザ入力は、前記水平方向にスクロール可能な少なくとも１つのペイン
の表示内容の水平方向のスクロールを制御するものであることを特徴とする請求項２３記
載の方法。
【請求項２６】
　各ペインが特定のアプリケーションに関連づけられていることを特徴とする請求項２３
記載の方法。
【請求項２７】
　垂直方向にスクロール可能なペインの各々が含む、前記関連づけられた前記少なくとも
１つの通知のリストが、隣接することを特徴とする請求項２３記載の方法。
【請求項２８】
　ある特定の、垂直方向にスクロール可能なペイン内の通知の各々が、いつ受信されたか
に基づいて並べられることを特徴とする請求項２３記載の方法。
【請求項２９】
　前記垂直方向にスクロール可能な少なくとも１つのペインの各々の順番が、ユーザの設
定に基づくものであることを特徴とする請求項２３記載の方法。
【請求項３０】
　データ処理システムであって、
　命令を実行するためのプロセッサと、
　タッチ処理モジュールと、
　前記プロセッサに接続され、命令を格納するためのメモリであって、前記命令は、前記
プロセッサで実行された際に、前記プロセッサに、前記データ処理システムの通知モジュ
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ールとアプリケーションプログラミングインタフェース(API)呼び出しコンポーネントと
を相互動作させるようにするとともに、前記プロセッサを、
　　複数の通知を受信し、
　　ユーザが通知センターにアクセスすることを選択したことを検出し、
　　水平方向にスクロール可能な少なくとも１つのペインと、垂直方向にスクロール可能
な少なくとも１つのペインとを備え、前記垂直方向にスクロール可能な少なくとも１つの
ペインが、関連づけられた、少なくとも１つの通知のリストを含む通知センターを表示す
る、
ように機能させることを特徴とするデータ処理システム。
【請求項３１】
　前記水平方向にスクロール可能な少なくとも１つのペインが、自動スクロールする項目
を有することを特徴とする請求項３０記載の方法。
【請求項３２】
　前記水平方向にスクロール可能な少なくとも１つのペイン上のユーザ入力を受信するス
テップをさらに有し、
　前記受信したユーザ入力は、前記水平方向にスクロール可能な少なくとも１つのペイン
の表示内容の水平方向のスクロールを制御するものであることを特徴とする請求項３０記
載の方法。
【請求項３３】
　各ペインが特定のアプリケーションに関連づけられていることを特徴とする請求項３０
記載の方法。
【請求項３４】
　垂直方向にスクロール可能なペインの各々が含む、前記関連づけられた前記少なくとも
１つの通知のリストが、隣接することを特徴とする請求項３０記載の方法。
【請求項３５】
　ある特定の、垂直方向にスクロール可能なペイン内の通知の各々が、いつ受信されたか
に基づいて並べられることを特徴とする請求項３０記載の方法。
【請求項３６】
　前記垂直方向にスクロール可能な少なくとも１つのペインの各々の順番が、ユーザの設
定に基づくものであることを特徴とする請求項３０記載の方法。
【請求項３７】
　装置であって、
　命令を提供する、機械が読み取り可能な記憶媒体であって、前記命令は、機械に実行さ
れた際に、前記機械が、アプリケーションプログラミングインタフェース(API)呼び出し
コンポーネントが動作を実行できるようにさせる命令であって、前記動作が、
　少なくとも１つのアプリケーションから通知を受信し、
　電子機器がロック解除状態にあることを検出し、
　前記通知に関連づけられたバナーであって、重なり合った少なくとも１つの制御領域に
ユーザがアクセスすることを可能にするバナーを提供する、
ことを含むことを特徴とする装置。
【請求項３８】
　前記バナーが、時間および場所の少なくとも１つに基づくトリガーイベントに基づいて
提供されることを特徴とする請求項３７記載の装置。
【請求項３９】
　前記バナーが少なくとも１つの関連づけられたメディアファイルをさらに有することを
特徴とする請求項３７記載の装置。
【請求項４０】
　前記通知が少なくとも１つの地図URLを含み、前記プロセッサがさらに、前記バナー内
に前記場所の近傍の地図を提供するように機能することを特徴とする請求項３７記載の装
置。
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【請求項４１】
　前記バナーが前記電子機器のディスプレイの最上部にグラフィック表示されることを特
徴とする請求項３７記載の装置。
【請求項４２】
　前記動作がさらに、
　前記バナーがユーザに選択されていないことをあらかじめ定められた期間後に検出し、
　前記バナーを除去し、前記通知を通知センターに追加する、
ことを含むことを特徴とする請求項３７記載の装置。
【請求項４３】
　前記動作がさらに、
　前記バナーがユーザに選択されたことを検出し、
　前記通知を、前記通知を生成したアプリケーションでユーザに提示する、
ことを含むことを特徴とする請求項３７記載の装置。
【請求項４４】
　通知を表示するための方法であって、
　電子機器がロック状態にあることを検出するステップと、
　前記電子機器のアプリケーションから第１の通知を受信するステップと、
　前記第１の通知を、選択可能に、まず大きな様式で前記電子機器のディスプレイに表示
するステップと、
　前記ディスプレイに前記第１の通知を小さな様式で再表示するステップと、
を有することを特徴とする方法。
【請求項４５】
　前記アプリケーションがサードパーティアプリケーションであることを特徴とする請求
項４４記載の方法。
【請求項４６】
　前記大きな様式の前記第１の通知が少なくとも１つの埋め込み画像を有することを特徴
とする請求項４４記載の方法。
【請求項４７】
　前記大きな様式の前記第１の通知が、時間に基づくトリガーイベントに応答して表示さ
れることを特徴とする請求項４４記載の方法。
【請求項４８】
　前記大きな様式の前記第１の通知が、スヌーズボタンを有することを特徴とする請求項
４７記載の方法。
【請求項４９】
　さらに、
　前記大きな様式の第１の通知をユーザが選択したことを検出するステップと、
　スライダーを表示するために、前記大きな様式の前記第１の通知をアニメーション表示
するステップと、
　前記スライダーをユーザが操作したことを検出するステップと、
　前記第１の通知を前記アプリケーションで提示するステップと、
を有することを特徴とする請求項４４記載の方法。
【請求項５０】
　さらに、
　通知リストを表示するステップを有し、
　前記通知リストは受信済みの通知のリストを有し、該受信済みの通知のリストが積み上
げられていることを特徴とする請求項４４記載の方法。
【請求項５１】
　前記第１の通知が、前記通知リストの一番上に存在することを特徴とする請求項５０記
載の方法。
【請求項５２】



(7) JP 2014-519126 A 2014.8.7

10

20

30

40

50

　さらに、
　第２の通知を受信するステップと、
　前記第２の通知を大きな様式で表示するステップと、
　前記大きな様式の第２の通知にユーザが応答しなかったことを検出するステップと、
　前記第２の通知を前記通知リストに追加するステップと、を有し、
　前記第２の通知は前記第１の通知の上に積み上げられることを特徴とする請求項５０記
載の方法。
【請求項５３】
　ディスプレイとプロセッサとを有する電子機器であって、
　前記プロセッサが、
　　前記ディスプレイに前記電子機器の通知設定を変更するためのオプションを提供し、
　　前記オプションをユーザが選択したことを検出し、
　　通知を手動もしくは時刻によって配列するためのオプションを含む、複数の通知設定
を提供する、
ように動作することを特徴とする電子機器。
【請求項５４】
　前記複数の通知設定の少なくとも１つが、バナーオプション、通知センターオプション
、および通知オプションの少なくとも１つを変更することを特徴とする請求項５３記載の
電子機器。
【請求項５５】
　前記プロセッサがさらに、
　通知を表示する順序を指定するための自動モードのユーザ選択を受信し、
　通知リストに通知を表示するための予め定められた順序を割り当てる、
ように動作することを特徴とする請求項５３記載の電子機器。
【請求項５６】
　前記予め定められた順序が、前記通知の受信時刻に基づくものであることを特徴とする
請求項５５記載の電子機器。
【請求項５７】
　前記プロセッサがさらに、
　通知を表示する順序を指定するための手動モードのユーザ選択を受信し、
　通知リストに通知が表示される順序をユーザが指定するためのオプションを提供し、
　受信した通知を前記順序に基づいて並び替える、
ように動作することを特徴とする請求項５３記載の電子機器。
【請求項５８】
　前記複数の通知オプションが通知の順序を含み、
　前記プロセッサがさらに、
　　前記通知センターに含まれるアプリケーションを手動で編集するためのユーザ選択を
受信し、
　　前記通知センターで前記複数のペインが表示される順序を前記ユーザが調整すること
を可能にするオプションを表示する、
ように動作することを特徴とする請求項５３記載の電子機器。
【請求項５９】
　前記プロセッサがさらに、
　複数の通知オプションの１つのオプションのユーザ選択を受信し、
　前記ユーザ選択の受信に応答して、前記オプションに対応するアプリケーションについ
ての表示オプションの詳細な表示を提供する、
ように動作することを特徴とする請求項５３記載の電子機器。
【請求項６０】
　前記表示オプションの前記詳細な表示が、前記アプリケーションから受信した通知を通
知センターに含めるか否かを指定するための少なくとも１つのオプションを有することを
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特徴とする請求項５９記載の電子機器。
【請求項６１】
　前記表示オプションの前記詳細な表示が、前記アプリケーションについて表示すべき通
知の予め定められた数を指定するための少なくとも１つのオプションを有することを特徴
とする請求項５９記載の電子機器。
【請求項６２】
　前記表示オプションの前記詳細な表示が、前記電子機器がロック状態で動作している際
に、前記アプリケーションに関連づけられた通知を表示するか否かを選択するためのオプ
ションを少なくとも有することを特徴とする請求項５９記載の電子機器。
【請求項６３】
　前記表示オプションの前記詳細な表示が、前記電子機器がロック解除状態で動作してい
る際に通知をどのように表示するかを指定するためのオプションを少なくとも有すること
を特徴とする請求項５９記載の電子機器。
【請求項６４】
　前記表示オプションの前記詳細な表示が、前記アプリケーションについて受信された通
知に対応するバナーに、前記アプリケーションの画像を表示するか否かを指定するための
少なくとも１つのオプションを有することを特徴とする請求項５９記載の電子機器。
【請求項６５】
　前記表示オプションの前記詳細な表示が、前記アプリケーションについての通知の受信
時における発音を有効とするか否かを指定するための少なくとも１つのオプションを有す
ることを特徴とする請求項５９記載の電子機器。
【請求項６６】
　通知センターを整理するための方法であって、
　電子機器の通知設定を変更するためのオプションを表示するステップと、
　前記オプションをユーザが選択したことを検出するステップと、
　通知を手動もしくは時刻によって配列するオプションを含む複数の通知設定を表示する
ステップと、
を有することを特徴とする方法。
【請求項６７】
　前記複数の通知設定の少なくとも１つが、バナーオプション、通知センターオプション
、および通知オプションの少なくとも１つを変更することを特徴とする請求項６６記載の
方法。
【請求項６８】
　さらに、
　通知が表示される順序を指定するための自動モードのユーザ選択を受信するステップと
、
　通知リストに通知を表示するための予め定められた順序を割り当てるステップと、を有
することを特徴とする請求項６６記載の方法。
【請求項６９】
　前記予め定められた順序が、前記通知の受信時刻に基づくものであることを特徴とする
請求項６６記載の方法。
【請求項７０】
　さらに、
　通知を表示する順序を指定するための手動モードのユーザ選択を受信するステップと、
　通知リストに通知を表示するための順序をユーザが指定するためのオプションを提供す
るステップと、
　受信した通知を前記順序に基づいて並び替えるステップと、
を有することを特徴とする請求項６６記載の方法。
【請求項７１】
　前記複数の通知オプションが、通知の順序を含み、
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　前記方法がさらに、
　　前記通知センターに含まれるアプリケーションを手動で編集するためのユーザ選択を
受信するステップと、
　　前記通知センターで複数のペインが表示される順序を前記ユーザが調整することを可
能にするオプションを表示するステップと、
を有することを特徴とする請求項６６記載の方法。
【請求項７２】
　さらに、
　複数の通知オプションの１つのユーザ選択を受信するステップと、
　前記ユーザ選択の受信に応答して、前記オプションに対応するアプリケーションについ
ての表示オプションの詳細な表示を提供するステップと、
を有することを特徴とする請求項６６記載の方法。
【請求項７３】
　前記表示オプションの前記詳細な表示が、前記アプリケーションから受信した通知を通
知センターに含めるか否かを指定するための少なくとも１つのオプションを有することを
特徴とする請求項７２記載の方法。
【請求項７４】
　前記表示オプションの前記詳細な表示が、前記アプリケーションについて表示すべき通
知の予め定められた数を指定するための少なくとも１つのオプションを有することを特徴
とする請求項７２記載の方法。
【請求項７５】
　前記表示オプションの前記詳細な表示が、前記電子機器がロック状態で動作している際
に、前記アプリケーションに関連づけられた通知を表示するか否かを選択するためのオプ
ションを少なくとも有することを特徴とする請求項７２記載の方法。
【請求項７６】
　前記表示オプションの前記詳細な表示が、前記電子機器がロック解除状態で動作してい
る際に通知がどのように表示するかを指定するためのオプションを少なくとも有すること
を特徴とする請求項７２記載の方法。
【請求項７７】
　前記表示オプションの前記詳細な表示が、前記アプリケーションについて受信された通
知に対応するバナーに、前記アプリケーションの画像を表示するか否かを指定するための
少なくとも１つのオプションを有することを特徴とする請求項７２記載の方法。
【請求項７８】
　前記表示オプションの前記詳細な表示が、前記アプリケーションについての通知の受信
時における発音を有効とするか否かを指定するための少なくとも１つのオプションを有す
ることを特徴とする請求項７２記載の方法。
【請求項７９】
　システムであって、
　ディスプレイと、
　通知モジュールであって、
　　カレンダーアプリケーションから通知を受信し、
　　前記ディスプレイに通知センターのカレンダーペインに、予め定められた期間に到来
するイベントを有する、前記通知のリストを表示する通知モジュールと、
を有することを特徴とするシステム。
【請求項８０】
　前記到来するイベントが時系列で整理されることを特徴とする請求項７９記載のシステ
ム。
【請求項８１】
　前記カレンダーペインが、前記到来するイベントの進行中にリアルタイムで調整される
ことを特徴とする請求項７９記載のシステム。
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【請求項８２】
　前記通知モジュールが、
　前記カレンダーアプリケーションについて表示すべき通知の予め定められた数を検出し
、
　前記通知のリスト内の通知の数が前記予め定められた数を超えるか否かを検出し、
　前記通知の数が前記予め定めた数を超えていることの検出に応答して、前記カレンダー
ペインから少なくとも１つの通知を自動的に除去する、
ように動作することを特徴とする請求項７９記載のシステム。
【請求項８３】
　前記通知モジュールが、
　到来イベントの期間が完了したことを検出し、
　前記到来イベントに関連づけられた、前記通知のリスト内の少なくとも１つの通知を前
記カレンダーペインから自動的に除去する、
ように動作することを特徴とする請求項７９記載のシステム。
【請求項８４】
　カレンダーアプリケーションから通知を受信するステップと、
　予め定められた期間に到来するイベントを含んだ、前記通知のリストを、前記ディスプ
レイ上の通知センターのカレンダーペイン内に表示するステップと、
を有することを特徴とする方法。
【請求項８５】
　前記到来イベントが時系列で整理されることを特徴とする請求項８４記載の方法。
【請求項８６】
　前記到来イベントの１つが進行している間、前記カレンダーペインがリアルタイムで調
整されることを特徴とする請求項８４記載の方法。
【請求項８７】
　さらに、
　前記カレンダーアプリケーションについて表示すべき通知の、予め定められた数を検出
するステップと、
　前記通知のリスト内の通知の数が、前記予め定められた数を超えているか否かを検出す
るステップと、
　前記通知のリスト内の通知の数が前記予め定められた数を超えていることの検出に応答
して、前記カレンダーペインから少なくとも１つの通知を自動的に除去するステップと、
を有することを特徴とする請求項８４記載の方法。
【請求項８８】
　さらに、
　到来イベントの期間が完了したことを検出するステップと、
　前記通知リスト内の、前記到来イベントに関連づけられた少なくとも１つの通知を、前
記カレンダーペインから自動的に除去するステップと、
を有することを特徴とする請求項８４記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　開示される実施形態は主に電子機器に関し、特には、複数のアプリケーションから受信
した通知を表示する電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日のポータブル型電子機器は複数の機能を統合することができる。これらの機器は複
数のアプリケーションを実行する能力を有している。特に、これらアプリケーションのい
くつかは通知を表示させうるトリガーイベントを生成するであろう。
【０００３】
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　電子機器は多くのアプリケーションを格納できるので、特に、ユーザがアプリケーショ
ン固有の通知を見るために個々のアプリケーションにアクセスする必要がある場合には、
アプリケーションに基づく通知も多数かつ手に負えなくなる可能性がある。従って、これ
ら通知を整理し、すぐにアクセスできるようにするための、より効率的かつ直感的なアプ
ローチが求められている。
【発明の概要】
【０００４】
　複数のアプリケーションから受信した通知を表示するためのシステムおよび方法が開示
される。電子機器は、グラフィカルユーザインターフェース(GUI)を用いる接触感知式入
出力(I/O)デバイス（例えばタッチスクリーン）と、１つ以上のプロセッサと、メモリと
、多数の機能を実行するためにメモリに格納される１つ以上のモジュール、プログラム、
または命令群とを有することができる。
【０００５】
　特に、電子機器は、機器がロック状態でもロック解除状態でも様々なタイプの通知を生
成するための１つ以上のアプリケーションプログラミングインターフェース(API)と相互
作用可能な通知モジュールを含むことができる。さらに、通知モジュールは通知設定をカ
スタマイズするためのオプションを提供することができる。
【０００６】
　いくつかの実施形態で通知モジュールは、複数のアプリケーションから受信した通知を
監視することができる。通知の受信に応答して、通知モジュールは電子機器がロックまた
はロック解除状態で動作している際に通知を表示する方法を制御することができる。いく
つかの実施形態で電子機器は、電子機器がロックおよび／またはロック解除状態にある際
に通知をどのように表示するかをユーザがカスタマイズすることを可能にする。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、電子機器がロック状態で動作している際、通知モジュールは
、受信済みの通知をユーザが見ることを可能にするプルダウンメニューを表示することが
できる。
【０００８】
　いくつかの実施形態で通知モジュールは、受信した通知をまとめることができ、まとめ
た通知を通知センタ内の複数ペインとして提供することができる。従って、通知センタの
各ペインは異なるアプリケーションに関連づけることができる。さらに、通知モジュール
は異なるアプリケーションから受信した１つ以上の通知に対応するバナーを表示すること
ができる。
【０００９】
　通知モジュールと相互作用する１つ以上のAPIは、呼び出しプログラムが、呼び出され
ている他のプログラムコードと１つ以上のインターフェースを通じてやりとりする環境に
存在することができる。様々な種類のパラメータを含みうる様々なファンクションコール
、メッセージまたは他のタイプの呼び出しが、APIを介して呼び出しプログラムと呼び出
されているコードとの間で転送されてよい。さらに、あるAPIは呼び出しプログラムに、
そのAPIで定義され、呼び出されるプログラムコードに実装されているデータタイプまた
はクラスを用いる能力を提供してもよい。
【００１０】
　少なくともいくつかの実施形態は、呼び出しソフトウェアコンポーネントが呼び出され
るソフトウェアコンポーネントとAPIを通じてやりとりする環境を含む。この環境でAPIを
通じて操作する方法は、１つ以上のファンクションコール、メッセージ、および／または
他のタイプの呼び出しまたはパラメータを、そのAPIを通じて転送する工程を含む。
【００１１】
　本発明の上述した態様および他の態様は、以下の詳細な説明を、同様の参照文字が同様
の部分を参照する添付図面とともに考察することによってより明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
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【００１２】
【図１】本発明の様々な実施形態に従って構成された電子機器のブロック図である。
【図２】本発明の様々な実施形態に従って構成された電子機器のブロック図である。
【図３】本発明の様々な実施形態に係るアプリケーションプログラミングインタフェース
(API)アーキテクチャのブロック図である。
【図４】本発明の様々な実施形態に係るアプリケーションプログラミングインタフェース
(API)アーキテクチャのブロック図である。
【図５】本発明の様々な実施形態に係る電子機器のホーム画面に関連づけられた表示画面
を示す図である。
【図６Ａ】本発明の様々な実施形態に係る例示的な通知センターに関連づけられた表示画
面を示す図である。
【図６Ｂ】本発明の様々な実施形態に係る例示的な通知センターに関連づけられた表示画
面を示す図である。
【図６Ｃ】本発明の様々な実施形態に係る例示的な通知センターに関連づけられた表示画
面を示す図である。
【図６Ｄ】本発明の様々な実施形態に係る例示的な通知センターに関連づけられた表示画
面を示す図である。
【図６Ｅ】本発明の様々な実施形態に係る例示的な通知センターに関連づけられた表示画
面を示す図である。
【図６Ｆ】本発明の様々な実施形態に係る例示的な通知センターに関連づけられた表示画
面を示す図である。
【図６Ｇ】本発明の様々な実施形態に係る例示的な通知センターに関連づけられた表示画
面を示す図である。
【図６Ｈ】本発明の様々な実施形態に係る例示的な通知センターに関連づけられた表示画
面を示す図である。
【図７Ａ】本発明の様々な実施形態に係る例示的なバナーに関する表示画面の図である。
【図７Ｂ】本発明の様々な実施形態に係る例示的なバナーに関する表示画面の図である。
【図７Ｃ】本発明の様々な実施形態に係る例示的なバナーに関する表示画面の図である。
【図７Ｄ】本発明の様々な実施形態に係る例示的なバナーに関する表示画面の図である。
【図７Ｅ】本発明の様々な実施形態に係る例示的なバナーに関する表示画面の図である。
【図８Ａ】電子機器がロック状態で動作している際に通知を表示する、本発明の様々な実
施形態に係る表示画面の図である。
【図８Ｂ】電子機器がロック状態で動作している際に通知を表示する、本発明の様々な実
施形態に係る表示画面の図である。
【図８Ｃ】電子機器がロック状態で動作している際に通知を表示する、本発明の様々な実
施形態に係る表示画面の図である。
【図８Ｄ】電子機器がロック状態で動作している際に通知を表示する、本発明の様々な実
施形態に係る表示画面の図である。
【図８Ｅ】電子機器がロック状態で動作している際に通知を表示する、本発明の様々な実
施形態に係る表示画面の図である。
【図８Ｆ】電子機器がロック状態で動作している際に通知を表示する、本発明の様々な実
施形態に係る表示画面の図である。
【図９Ａ】本発明の様々な実施形態に係る、通知設定のカスタマイズに関する表示画面の
図である。
【図９Ｂ】本発明の様々な実施形態に係る、通知設定のカスタマイズに関する表示画面の
図である。
【図９Ｃ】本発明の様々な実施形態に係る、通知設定のカスタマイズに関する表示画面の
図である。
【図９Ｄ】本発明の様々な実施形態に係る、通知設定のカスタマイズに関する表示画面の
図である。
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【図９Ｅ】本発明の様々な実施形態に係る、通知設定のカスタマイズに関する表示画面の
図である。
【図９Ｆ】本発明の様々な実施形態に係る、通知設定のカスタマイズに関する表示画面の
図である。
【図１０Ａ】本発明の様々な実施形態に係る通知に関する表示画面の図である。
【図１０Ｂ】本発明の様々な実施形態に係る通知に関する表示画面の図である。
【図１０Ｃ】本発明の様々な実施形態に係る通知に関する表示画面の図である。
【図１１】本発明の様々な実施形態に係る、複数の通知の受信に応じてプルダウンオプシ
ョンを表示するための例示的な処理のフローチャートである。
【図１２】本発明の様々な実施形態に係る、通知センターを表示するための例示的な処理
のフローチャートである。
【図１３】本発明の様々な実施形態に係る、バナーを提供するための例示的な処理のフロ
ーチャートである。
【図１４】本発明の様々な実施形態に係る、通知設定を提供するための例示的な処理のフ
ローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　複数のアプリケーションから受信した通知を表示するためのシステムおよび方法が提供
される。
【００１４】
　図１は、優先または無線通信チャネル１０６を通じてコンピューティングシステム１０
４とやりとりするためのタッチ入力を受け付け可能なタッチI/Oデバイス１０２を含む、
電子機器１００のブロック図を示す。タッチI/Oデバイス１０２は、キーボードやマウス
などの他の入力デバイスの代わりに、あるいはそれらと組み合わせて、コンピューティン
グシステム１０４にユーザ入力を提供するために用いることができる。コンピューティン
グシステム１０４にユーザ入力を提供するために、１つ以上のタッチI/Oデバイス１０２
が用いられてよい。タッチI/Oデバイス１０２は（例えばノート型コンピュータのタッチ
スクリーンのような）コンピューティングシステム１０４の内蔵部品であってもよいし、
コンピューティングシステム１０４と別個であってもよい、
【００１５】
　タッチI/Oデバイス１０２は、全体または部分的に透明、半透明、非透明、不透明、ま
たはそれらを任意に組み合わせた状態を有する接触感知式パネルを含んでよい。タッチI/
Oデバイス１０２はタッチスクリーン、タッチパッド、タッチパッドとして機能するタッ
チスクリーン（例えばノート型コンピュータのタッチパッドを置き換えるタッチスクリー
ン）、他の入力デバイスと組み合わせられたまたは一体化されたタッチスクリーンまたは
タッチパッド（例えばキーボード上に配置されたタッチスクリーンまたはタッチパッド）
、またはタッチ入力を受け付けるための接触感知面を有する任意の多次元物体として実施
されうる。
【００１６】
　一例において、タッチスクリーンとして実施されるタッチI/Oデバイス１０２は、ディ
スプレイの少なくとも一部の上にその一部または全部が配置された透明および/または半
透明の接触感知式パネルを含んでよい。この実施形態によれば、タッチI/Oデバイス１０
２は、コンピューティングシステム１０４（および/または他のソース）から送信された
画像データを表示したり、ユーザ入力を受け付けたりするように機能する。別の実施形態
においてタッチI/Oデバイス１０２は、接触感知部品／デバイスがディスプレイ部品／デ
バイスと一体化された一体型タッチスクリーンとして実施されてよい。さらに別の実施形
態において、タッチスクリーンは主画面と同じ画像データまたは追加画像データを表示す
る補助または追加表示画面として用いられてもよい。
【００１７】
　タッチI/Oデバイス１０２は、自身に対する１つ以上のタッチまたはニアタッチの位置
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を、容量、抵抗、光学、音響、誘導、機械、化学測定、またはタッチI/Oデバイス１０２
の近傍における１つ以上のタッチやニアタッチの発生に関して測定可能な任意の現象に基
づいて検出するように構成されてよい。１つ以上のジェスチャを特定し追跡するために、
検出されたタッチの測定結果を、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェアまたはそ
れらの組み合わせを用いて処理することができる。ジェスチャは、タッチI/Oデバイス１
０２上の移動しない、あるいは移動する、１つまたは多数の、タッチまたはニアタッチに
対応してよい。ジェスチャは１つ以上の指または他の物体を、実質的に同時に、続けて、
あるいは継続して、タップしたり、押しつけたり、揺り動かしたり、こすったり、ひねっ
たり、向きを変えたり、圧力を変えながら押しつけたり、といった特定の方法でタッチI/
Oデバイス１０２上で動かすことによって実施されてよい。ジェスチャは他の１つ以上の
指との間のピンチ、スライド、スワイプ、回転、曲げ(flex)、ドラッグ、またはタッピン
グ動作によって特徴付けられてよいが、これらに限定されない。１つのジェスチャは１つ
以上の手で、１人以上のユーザによって、またはそれらの組み合わせによって実行されて
もよい。
【００１８】
　コンピューティングシステム１０４はグラフィカルユーザインターフェース(GUI)を表
示するため、画像データを用いてディスプレイを駆動することができる。GUIはタッチI/O
デバイス１０２を通じてタッチ入力を受け付けるように構成されてよい。タッチスクリー
ンとして実施される場合、タッチI/Oデバイス１０２はＧＵＩを表示してもよい。あるい
は、GUIはタッチI/Oデバイス１０２とは別個のディスプレイに表示されてもよい。GUIは
インターフェース内の特定の位置に表示される画像要素を含んでよい。画像要素は、仮想
スクロールホイール、仮想キーボード、仮想ノブ、仮想ボタン、任意の仮想UIなどの、様
々な表示される仮想入力デバイスを含むことができるが、これらに限定されない。ユーザ
はタッチI/Oデバイス１０２のGUIの画像要素に関連づけられてよい１つ以上の特定の位置
でジェスチャを行うことができる。別の実施形態では、ユーザはGUIの画像要素とは関係
ない１つ以上の位置でジェスチャを行ってもよい。タッチI/Oデバイス１０２で行われた
ジェスチャは、GUI内のカーソル、アイコン、メディアファイル、リスト、テキスト、画
像の全体または一部などを、直接的または間接的に操作、制御、変更、移動、作動、開始
したり、一般的に影響を与えたりすることができる。例えば、タッチスクリーンの場合、
ユーザはタッチスクリーン上の画像要素の上でジェスチャを行うことにより、その画像要
素と直接やりとりすることができる。代わりに、タッチパッドは一般に間接的なやりとり
を提供する。ジェスチャはまた、（例えばユーザインターフェースを表示させるGUI要素
のような）表示されていないGUI要素に影響を与えてもよいし、（例えばGUI、アプリケー
ション、OSの状態やモードに影響を与えるような）コンピューティングシステム１０４内
の他の動作に影響を与えてもよい。ジェスチャは、表示されているカーソルと併用してタ
ッチI/Oデバイス１０２上で実行されてもよいし、されなくてもよい。例えば、ジェスチ
ャがタッチパッド上で行われた場合、カーソル（またはポインタ）がディスプレイ画面ま
たはタッチスクリーンに表示されてよく、また、ディスプレイ画面上の画像要素とやりと
りするためにそのカーソルがタッチパッド上のタッチ入力を通じて制御されてもよい。タ
ッチスクリーン上で直接ジェスチャが行われる別の実施形態では、ユーザはタッチスクリ
ーン上に表示されているカーソルやポインタを用いて、あるいは用いずに、タッチスクリ
ーン上のオブジェクトと直接やりとりすることができる。
【００１９】
　タッチI/Oデバイス１０２上でのタッチまたはニアタッチに応答して、あるいは基づい
て、フィードバックが通信チャネル１０６を通じて提供されてよい。フィードバックは、
光学的、機械的、電気的、嗅覚的、聴覚的等もしくはそれらの任意の組み合わせによって
、変化する方法または変化しない方法で送信されてよい。
【００２０】
　次に、通信装置（例えば携帯電話機、スマートフォン）、マルチメディア機器（例えば
MP3プレーや、TV、ラジオ）、ポータブルまたはハンドヘルドコンピュータ（例えばタブ
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レット、ノートブック、ラップトップ）、デスクトップコンピュータ、オールインワンデ
スクトップ、周辺機器、またはシステムアーキテクチャ２０００を含むように適合可能な
任意の他のシステムまたは機器や、これらの機器の二つ以上の組み合わせを含む、任意の
ポータブルまたは非ポータブル機器で実施されてよいシステムアーキテクチャの実施形態
について説明する。図２は、１つ以上のコンピュータ読み取り可能媒体２０１と、処理シ
ステム２０４と、入力／出力(I/O)サブシステム２０６と、無線周波数(RF)回路２０８と
、音声回路２１０とを含むことのできるシステム２００のブロック図である。これらの構
成要素は１つ以上の通信バスまたは信号線２０３によって接続されてよい。システム２０
０は電子機器１００（図１）と同一もしくは類似するものであってよい。
【００２１】
　図２に示したアーキテクチャがシステム２００のアーキテクチャの一例であること、ま
たシステム２００が図示されたものより多い、またはより少ない構成要素や、構成要素の
異なる構成を有しうることは明らかである。図２に示した様々な構成要素は、１つ以上の
信号処理および／または特定用途向け集積回路を含む、ハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェアまたはそれらの任意の組み合わせによって実施することができる。
【００２２】
　RF回路２０８は、無線リンクまたはネットワーク上で１つ以上の他の機器と情報を送受
信するために用いられ、その機能を実施するための周知の回路を有している。RF回路２０
８および音声回路２１０は、周辺インターフェース２１６を通じて処理システム２０４に
接続されてよい。インターフェース２１６は、周辺機器と処理システム２０４との通信を
確立したり維持したりするための様々な既知の構成要素を含むことができる。音声回路２
１０は音声スピーカ２５０およびマイク２５２に接続されることができ、またユーザが他
のユーザとリアルタイムに通信できるよう、インターフェース２１６から受信した音声信
号を処理するための既知の回路を含んでいる。いくつかの実施形態において、音声回路２
１０はヘッドフォンジャック（不図示）を含む。
【００２３】
　周辺インターフェース２１６は、システムの入力および出力周辺機器をプロセッサ２１
８およびコンピュータ読み取り可能媒体２０１に接続することができる。１つ以上のプロ
セッサ２１８はコントローラ２２０を通じて１つ以上のコンピュータ読み取り可能媒体２
０１と通信することができる。コンピュータ読み取り可能媒体２０１は１つ以上のプロセ
ッサ２１８が使用するためのコードおよび／またはデータを格納可能な任意のデバイスま
たは媒体であってよい。媒体２０１はキャッシュ、主メモリ、従メモリを含むメモリ階層
を有してもよいが、これらに限定されない。メモリ階層はRAM（例えばSRAM, DRAM, DDRAM
）、ROM、フラッシュ、ディスクドライブ、磁気テープ、CD（コンパクトディスク）およ
びDVD（デジタルビデオディスク）のような磁気および／または光学記憶装置の任意の組
み合わせを用いて実施することができる。媒体２０１はまた、コンピュータ命令やデータ
を示す、情報を保持する信号を搬送するための伝送媒体を含んでもよく、信号を変調する
搬送波が用いられても用いられなくてもよい。例えば、伝送媒体は、インターネット（ワ
ールドワイドウェブとも呼ばれる）、１以上のイントラネット、複数のローカルエリアネ
ットワーク(LANs)、複数のワイドローカルエリアネットワーク(WLANs)、複数のストレー
ジエリアネットワーク(SANs)、複数のメトロポリタンエリアネットワーク(MAN)などを含
む通信ネットワークを含んでよいが、これらに限定されない。
【００２４】
　１つ以上のプロセッサ２１８は、システム２００のための様々な機能を実行するため、
媒体２０１に格納されている様々なソフトウェアコンポーネントを実行することができる
。いくつかの実施形態において、ソフトウェアコンポーネントは、オペレーティングシス
テム２２２，通信モジュール（または命令セット）２２４、タッチ処理モジュール（また
は命令セット）２２６、グラフィクスモジュール（または命令セット）２２８，１つ以上
のアプリケーション（または命令セット）２３０、および通知モジュール２３８を含む。
これらモジュールのそれぞれおよび上述したアプリケーションは上述した１つ以上の機能
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および本出願に記載される方法（例えばコンピュータが実行する方法および、ここで説明
される他の情報処理方法）を実行するための命令セットに対応する。これらのモジュール
(例えば命令セット）は別個のソフトウェアプログラム、手続きまたはモジュールとして
実施されなくてもよく、したがって様々な実施形態ではこれらモジュールの様々なサブセ
ットが組み合わされたり再構成されたりしてもよい。いくつかの実施形態において媒体２
０１は、上述した複数のモジュールおよびデータ構造のサブセットを格納してよい。さら
に、媒体２０１は上述されていないさらなるモジュールおよびデータ構造を格納してもよ
い。
【００２５】
　オペレーティングシステム２２２は、一般的なシステムタスク（例えばメモリ管理、記
憶装置制御、電力管理など）を制御並びに管理するための様々な手続き、命令セット、ソ
フトウェアコンポーネント、および／またはドライバを含むことができ、様々なハードウ
ェアおよびソフトウェアコンポーネント間の通信を助ける。
【００２６】
　通信モジュール２２４は１つ以上の外部ポート２３６またはRF回路２０８を通じた他の
機器との通信を助けるとともに、RF回路２０８および／または外部ポート２３６から受信
したデータを取り扱うための様々なソフトウェアコンポーネントを含んでいる。
【００２７】
　グラフィクスモジュール２２８は表示面上にグラフィカルオブジェクトをレンダリング
、アニメーティング、および表示するための様々な既知のソフトウェアコンポーネントを
含むことができる。タッチI/Oデバイス１０２が接触感知式ディスプレイ（例えばタッチ
スクリーン）である実施形態において、グラフィクスモジュール２２８は接触感知式ディ
スプレイ上でオブジェクトをレンダリング、表示、およびアニメーティングするためのコ
ンポーネントを含んでいる。
【００２８】
　１つ以上のアプリケーション２３０は、ブラウザ、アドレス帳、連絡先、電子メール、
インスタントメッセージャ、文書作成、キーボードエミュレーション、ウィジット、JAVA
（登録商標）対応アプリケーション、暗号化、デジタル著作権管理、音声認識、音声合成
、（GPSによって提供されるような）位置判定能力、ミュージックプレーヤなどを含む、
システム２００にインストールされている任意のアプリケーションを含むことができるが
、これらに限定されない。
【００２９】
　タッチ処理モジュール２２６は、タッチI/Oデバイスコントローラ２３２を介してI/Oデ
バイス２１２から受信されるタッチ入力の受信並びに処理を含む、タッチI/Oデバイス２
１２に関する様々なタスクを実行するための様々なソフトウェアコンポーネントを含むが
、これらに限定されない。例えば、タッチ処理モジュール２２６は他のI/Oデバイス２１
４に関するタスクを実行するためのソフトウェアコンポーネントをさらに含むことができ
る。すなわち、タッチ処理モジュール２２６は他のI/Oコントローラ２３４を介してI/Oデ
バイス２１４から受信した入力を受信ならびに処理することができる。
【００３０】
　システム２００はさらに、図５～図１４とともに本明細書で説明するような方法／機能
を実行するための通知モジュール２３８を含んでもよい。通知モジュール２３８は、複数
のアプリケーション（例えばシステム２００上の複数のアプリケーションや、システム２
００にデータを送信しているデータプロバイダ）から受信した通知を少なくとも監視する
ように機能する。例えば、通知モジュール２３８は、非サードパーティアプリケーション
およびサードパーティアプリケーションの両方から通知を受信することができる。さらに
、通知モジュール２３８は、プッシュベースの通知、トリガーベースの通知、および／ま
たは他のタイプのパーソナル通知を受信することができる。
【００３１】
　通知の受信に応答して、通知モジュール２３８は、システム２００がロック状態または
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ロック解除状態で動作している際に通知を表示する方法を制御することができる。例えば
、システム２００がロック状態で動作している際、通知モジュール２３８は通知をバナー
に表示することができ、またこれらの通知を表示する方法を制御することができる。別の
例として、通知モジュール２３８は受信した複数の通知をまとめることができ、まとめた
通知を通知センター内に複数ペインとして提供することができる。したがって、各ペイン
は異なるアプリケーションに関連づけられてよい。いくつかの実施形態において、通知モ
ジュール２３８は通知をシステム２００にどのように表示するかをユーザがカスタマイズ
できるようにしてもよい。
【００３２】
　ロック状態において、システム２００は所定の機能へのユーザアクセスを制限してもよ
い。例えば、ロック状態では、ユーザが通話を行ったり、電子メールを入力したりといっ
た様々な装置の機能を起動できないようにされてもよい。つまり、ロック状態とは、シス
テム２００への意図しないアクセスを防止するように作られている。システム２００がロ
ック解除状態の際、ユーザはシステムのすべての機能にフルアクセス可能である。
【００３３】
　さらに、通知モジュール２３８は、データプロバイダが様々なユーザに対して特定の通
知を宛てることを可能とするような特定形式のデータ様式をデータプロバイダに提供する
ことができる。本技術分野に属する当業者は、任意の好適な形式の様式も利用できること
を理解するであろう。例えば、システム２００に通知を表示するために、通知モジュール
２３８はデータプロバイダにタイトル（例えばユーザ名）、サブタイトル（例えば入来メ
ッセージまたは警告のサブタイトル）、および本文（例えばメッセージの本文）を特定す
るように要求することができる。
【００３４】
　通知モジュール２３８はさらに、ユーザ入力を受信するため、タッチ処理モジュール２
２６とやりとりしてもよい。さらに、通知モジュール２３８は、ディスプレイに様々なグ
ラフィカルオブジェクトを表示するため、グラフィクスモジュール２２８とやりとりする
ことができる。通知モジュール２３８はハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、
またはそれらの組み合わせとして実施されてよい。通知モジュール２３８は媒体２０１の
内部に存在するものとして図示しているが、通知モジュール２３８の全てまたは一部はシ
ステム２００内の他の構成要素の内部で実施されてもよいし、その全体がシステム２００
内の別個の構成要素として実施されてもよい。
【００３５】
　I/Oサブシステム２０６は様々な機能を制御または実行するため、タッチI/Oデバイス２
１２および１つ以上の他のI/Oデバイス２１４と接続されている。タッチI/Oデバイス２１
２はタッチI/Oデバイスコントローラ２３２を介して処理システム２０４と通信し、ユー
ザタッチ入力を処理するための様々な部品を含んでいる（例えばスキャン用ハードウェア
）。他の入力コントローラ２３４の１つ以上は、他のI/Oデバイス２１４からの／への電
気信号を受信／送信する。他のI/Oデバイス２１４は物理的なボタン、ダイヤル、スライ
ドスイッチ、スティック、キーボード、タッチパッド、追加表示画面、あるいはそれらの
任意の組み合わせを含んでよい。
【００３６】
　タッチスクリーンとして実施された場合、タッチI/Oデバイス２１２はGUIでユーザに視
覚的な出力を表示する。視覚的な出力はテキスト、グラフィックス、映像およびそれらの
任意の組み合わせを含んでよい。視覚的な出力の一部または全部はユーザインターフェー
スオブジェクトに対応してもよい。タッチI/Oデバイス２１２は、ユーザからのタッチ入
力を受け付ける接触感知面を形成する。（媒体２０１内の関連づけられたモジュールおよ
び/または命令セットとともに）タッチI/Oデバイス２１２およびタッチスクリーンコント
ローラ２３２は、タッチI/Oデバイス２１２上のタッチまたはニアタッチ（およびそのタ
ッチの移動または解除）を検出ならびに追跡し、検出されたタッチ入力をユーザインター
フェースオブジェクトの１つ以上のようなグラフィカルオブジェクトとのやりとりに変換
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する。デバイス２１２がタッチスクリーンとして実施される場合、ユーザはタッチスクリ
ーン上に表示されるグラフィカルオブジェクトと直接やりとりすることができる。一方、
デバイス２１２がタッチスクリーン以外のタッチデバイス(例えばタッチパッド）として
実施される場合、ユーザはI/Oデバイス２１４として実施される別個のディスプレイ画面
上に表示されるグラフィカルオブジェクトと間接的にやりとりすることができる。
【００３７】
　タッチI/Oデバイス２１２はWestermanらに対する米国特許第6,323,846号、6,570,557号
、および/またはWestermanに対する米国特許第6,677,932号、および/または米国特許公開
第2002/001502A1に記載されているマルチタッチ感知面に類似したものであってよく、こ
れらの特許文献のそれぞれを参照により本明細書に組み入れる。
【００３８】
　タッチI/Oデバイス２１２がタッチスクリーンである実施形態で、タッチスクリーンはL
CD（液晶ディスプレイ）技術、LPD（発光ポリマーディスプレイ）、OLED（有機LED）、ま
たはOEL（有機電界発光）を用いることができるが、別の実施形態では別のディスプレイ
技術が用いられてもよい。
【００３９】
　現在表示されているもの、および／またはコンピューティングシステムの状態またはス
テータスと、ユーザのタッチ入力とに基づき、タッチI/Oデバイス２１２によってフィー
ドバックが提供されてもよい。フィードバックは光学的（例えば光信号または表示画像）
、機械的（例えば触覚フィードバック、タッチフィードバック、フォースフィードバック
のようなもの）、電気的（例えば電気刺激）、嗅覚的、聴覚的（例えばビープなど）など
や、それらの任意の組み合わせによって、変化する方法または変化しない方法で伝達され
てよい。
【００４０】
　システム２００は様々なハードウェア部品に電力を供給するための電力システム２４４
を含むことができ、また電力管理システム、１つ以上の電力源、充電システム、電源故障
検出回路、電力コンバータまたはインバータ、電源状態インジケータおよび、携帯機器内
の電力の生成、管理および分配に特に関連する任意の他の構成要素を含んでもよい。
【００４１】
　いくつかの実施形態において、周辺インタフェース２１６、１つ以上のプロセッサ２１
８、およびメモリコントローラ２２０は、処理システム２０４のような１つのチップに実
装されてもよい。別のいくつかの実施形態において、それらは別個のチップに実装されて
もよい。
【００４２】
　通知モジュール２３８は、システム２００がロック状態またはロック解除状態にある場
合に様々なタイプの通知を生成可能な通知センターを提供するため、１つ以上のアプリケ
ーションプログラミングインタフェース(API)とやりとりすることができる。さらに、通
知モジュール２３８は通知センターをカスタマイズするための複数の設定を提供すること
ができる。
【００４３】
　APIはプログラムコードコンポーネントまたはハードウェア部品（以下、API実施コンポ
ーネント）によって実施されるインターフェースであり、異なるプログラムコードコンポ
ーネントまたはハードウェア部品（以下、API呼び出しコンポーネント）が、API実施コン
ポーネントの提供する１つ以上の機能、方法、手順、データ構造、クラス、および／また
は他のサービスにアクセスしたり用いたりすることを可能にする。APIはAPI呼び出しコン
ポーネントとAPI実施コンポーネントとの間で受け渡される１つ以上のパラメータを定義
することができる。
【００４４】
　APIは（サードパーティ開発者であってよい）API呼び出しコンポーネントの開発者が、
API実施コンポーネントによって提供される特定の機能を利用することを可能にする。API
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呼び出しコンポーネントは１つであってもよいし、複数存在してもよい。APIはアプリケ
ーションからのサービス要求をサポートするための、コンピューティングシステムまたは
プログラムライブラリが提供するソースコードインターフェースであってもよい。オペレ
ーティングシステム(OS)は、OS上で稼働するアプリケーションがその１つ以上を呼び出し
可能な複数のAPIを有することができ、（プログラムライブラリのような）サービスは、
そのサービスを用いるアプリケーションがその１つ以上を呼び出し可能な複数のAPIを有
することができる。APIは、アプリケーションがビルドされる際に翻訳またはコンパイル
することのできるプログラミング言語に関して規定されてよい。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、API実施コンポーネントは複数のAPIであって、その各々
が、API実施コンポーネントによって実装される機能の異なる態様にアクセスする異なる
態様もしくはその異なるビューを提供する複数のAPIを提供してよい。例えば、API実施コ
ンポーネントの１つのAPIは、機能の第１セットを提供することができるほか、サードパ
ーティ開発者に開示されてよい。また、API実施コンポーネントの別のAPIは、隠され（開
示されなく）て、機能の第１セットのサブセットに加えてテストやデバッグ機能など、機
能の第１セットに含まれない別の機能セットを提供することができる。別のいくつかの実
施形態において、API実施コンポーネントはそれ自身が下層のAPIを介して１つ以上の他の
コンポーネントを呼び出してもよく、従ってそのAPI実施コンポーネントはAPI呼び出しコ
ンポーネントを兼ねている。
【００４６】
　APIは、API呼び出しコンポーネントがそのAPI実施コンポーネントの指定された機能に
アクセスして使用する際に用いる言語およびパラメータを規定する。例えば、API呼び出
しコンポーネントは、API実施コンポーネントの指定された機能に（例えばファンクショ
ンまたはメソッド呼び出しによって実施される）APIが開示している１つ以上のAPI呼び出
しまたは起動を通じてアクセスし、API呼び出しまたは起動を通じたパラメータを用いて
データおよび制御情報を受け渡す。API実施コンポーネントはAPI呼び出しコンポーネント
からのAPI呼び出しに応答して、APIを通じて値を返すことができる。APIはAPI呼び出しの
文法および結果（例えば、そのAPIをどうやって起動するか、およびそのAPI呼び出しが何
を行うか）を規定する一方、APIはAPI呼び出しがそのAPI呼び出しで特定される機能をど
のように達成するかは見せなくてよい。様々なAPI呼び出しが、呼び出し（API呼び出しコ
ンポーネント）とAPI実施コンポーネントとの間の１つ以上のアプリケーションプログラ
ミングインタフェースを介して転送される。API呼び出しの転送は、発行、開始、起動、
呼び出し、受信、返信、またはファンクション呼び出しまたはメッセージへの応答を含ん
でよい。つまり、転送はAPI呼び出しコンポーネントまたはAPI実施コンポーネントのいず
れかによる動作を記述することができる。ファンクション呼び出しまたはAPIの他の起動
は、パラメータリストまたは他の構造を通じて１つ以上のパラメータを送信または受信し
てよい。パラメータは定数、キー、データ構造、オブジェクト、オブジェクトクラス、変
数、データタイプ、ポインタ、配列、またはAPIを介して受け渡されるべきデータへ参照
するためのファンクション、メソッド、または他の方法へのリストまたはポインタであっ
てよい。
【００４７】
　さらに、データタイプまたはクラスはAPIによって提供され、またAPI実施コンポーネン
トによって実施されてよい。従って、API呼び出しコンポーネントはAPIに提供されている
規定を用いて、変数を宣誓し、ポインタを使用し、そういったタイプまたはクラスの定数
を使用もしくはインスタンスを生成してよい。
【００４８】
　一般に、APIはAPI実施コンポーネントによって提供されるサービスまたはデータにアク
セスするためや、API実施コンポーネントによって提供される操作または計算の実行を開
始するために用いることができる。例として、API実施コンポーネントおよびAPI呼び出し
コンポーネントはそれぞれ、オペレーティングシステム、ライブラリ、デバイスドライバ
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、API、アプリケーションプログラム、または他のモジュールのいずれか１つであってよ
い（API実施コンポーネントおよびAPI呼び出しコンポーネントは互いに同じまたは異なる
タイプのモジュールであってもよいことを理解すべきである）。API実施コンポーネント
はいくつかの場合において少なくともその一部をファームウェア、マイクロコード、また
は他のハードウェアロジックで実施されてもよい。いくつかの実施形態において、APIは
クライアントプログラムがソフトウェア開発キット（SDK）ライブラリによって提供され
るサービスを用いることを可能にする。別の実施形態において、アプリケーションまたは
他のクライアントプログラムはアプリケーションフレームワークが提供するAPIを用いて
もよい。いくつかの実施形態において、アプリケーションまたはクライアントプログラム
は、SDKによって提供されるとともにAPIによって提供されるファンクションまたはメソッ
ドへの呼び出しを合体したり、SDKで規定されAPIが提供するデータタイプまたはオブジェ
クトを使用したりしてよい。これら実施形態においてアプリケーションフレームワークは
、フレームワークで規定される様々なイベントに応答するプログラムのための主イベント
ループを提供してもよい。APIはアプリケーションがイベントを指定することを可能とす
るとともに、アプリケーションフレームワークを用いてそのイベントへ応答することを可
能にする。いくつかの実施形態において、API呼び出しはアプリケーションに対して、入
力能力および状態、出力能力および状態、処理能力、電力状態、記憶容量および状態、通
信能力などといった態様に係るハードウェアデバイスの能力または状態をレポートするこ
とができ、APIは部分的に、ハードウェア部品上で一部を実行するファームウェア、マイ
クロコード、または他の低レベルロジックで実施されてよい。
【００４９】
　API呼び出しコンポーネントは（例えばAPI実施コンポーネントと同じデータ処理システ
ム上にある）ローカルコンポーネントであってもよいし、API実施コンポーネントとネッ
トワーク上でAPIを通じて通信する、（例えばそのAPI実施コンポーネントとは異なるデー
タ処理システム上にある）リモートコンポーネントであってもよい。API実施コンポーネ
ントはAPI呼び出しコンポーネントとして振る舞ってもよく（例えば別のAPI実施コンポー
ネントによって開示されているAPIへのAPI呼び出しを行ってもよい）、またAPI呼び出し
コンポーネントが別のAPI呼び出しコンポーネントへ開示されているAPIを実施することに
よってAPI実施コンポーネントとして振る舞ってもよいことを理解すべきである。
【００５０】
　APIは特定のプログラミング言語に関して実施されてもよいが、APIは異なるプログラミ
ング言語で記述される複数のAPI呼び出しコンポーネントがAPI実施コンポーネントと通信
することを可能にしてもよい（従ってAPIはAPI実施コンポーネントおよびAPI呼び出しコ
ンポーネントの間で呼び出しおよび応答を翻訳するための機能を含んでよい）。一実施形
態においてAPI呼び出しコンポーネントは、OSプロバイダからあるAPIセット、プラグイン
プロバイダから別のAPIセット、他のプロバイダ（例えばソフトウェアライブラリのプロ
バイダ）または別のAPIセットの作成者から別のAPIセットといったように、異なるプロバ
イダから複数のAPIを呼び出すことができる。
【００５１】
　図３は本発明のいくつかの実施形態において使用することのできる例示的なAPIアーキ
テクチャ３００を示すブロック図である。図３に示すように、APIアーキテクチャ３００
は、API３０４を実施するAPI実施コンポーネント３０２（例えば、オペレーティングシス
テム、ライブラリ、デバイスドライバ、API、アプリケーションプログラム、ソフトウェ
アまたは他のモジュール）を含んでいる。API３０４は、API呼び出しコンポーネント３０
６によって使用されてよい１つ以上のファンクション、メソッド、クラス、オブジェクト
、プロトコル、データ構造、フォーマットおよび／またはAPI実施コンポーネント３０２
の他の機能を規定する。API３０４はAPI実施コンポーネント３０２内のファンクションが
API呼び出しコンポーネント３０からのパラメータを受け取るか、およびファンクション
がどのように結果をAPI呼び出しコンポーネント３０６に返すかという呼び出し規則を少
なくとも１つ規定することができる。API呼び出しコンポーネント３０６（例えばオペレ
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ーティングシステム、ライブラリ、デバイスドライバ、API、アプリケーションプログラ
ム、ソフトウェアまたは他のモジュール）は、API３０４によって規定されているAPI実施
コンポーネント３０２の機能にアクセスして使用するため、API３０４を通じてAPI呼び出
しを行う。API実施コンポーネント３０２はAPI呼び出しに応答して、API３０４を通じてA
PI呼び出しコンポーネント３０６に値を返すことができる。
【００５２】
　API実施コンポーネント３０２は、API３０４を通じて規定されておらず、API呼び出し
コンポーネント３０６が利用可能でない、さらなるファンクション、メソッド、クラス、
データ構造、および／または他の機能を含んでよいことは明らかであろう。API呼び出し
コンポーネント３０６はAPI実施コンポーネント３０２と同じシステム上にあってもよい
し、あるいは離れて配置され、API３０４を用いてネットワークを通じてAPI実施コンポー
ネント３０２にアクセスしてもよいことを理解されたい。図３にはAPI３０４とやりとり
するただ１つのAPI呼び出しコンポーネント３０６を示しているが、API呼び出しコンポー
ネント３０６と他の言語（または同じ言語）で記述されてもよい他のAPI呼び出しコンポ
ーネントが、API３０４を用いてもよいことを理解されたい。
【００５３】
　API実施コンポーネント３０２、API３０４，およびAPI呼び出しコンポーネント３０６
は機械が読み取り可能な媒体に格納されてよく、機械が読み取り可能な媒体は情報を機械
（例えばコンピュータまたは他のデータ処理システム）が読み取り可能な形式で格納する
ための任意のメカニズムを含んでいる。例えば、機械が読み取り可能な媒体は磁気ディス
ク、光学ディスク、ランダムアクセスメモリ、読み出し専用メモリ、フラッシュメモリ（
登録商標）デバイスなどを含む。
【００５４】
　例示的な実施形態である図４（ソフトウェアスタック）において、アプリケーションは
いくつかのサービスAPIを用いてサービスＡまたはＢに、またいくつかのOS APIを用いて
オペレーティングシステム(OS)に、呼び出しを行うことができる。サービスＡおよびＢは
、いくつかのOS APIを用いてOSに呼び出しを行うことができる。
【００５５】
　サービス２は２つのAPIを有し、その１つ（サービス２API１）はアプリケーション１か
らの呼び出しを受信して値をアプリケーション１に返し、もう一方（サービス２API２）
はアプリケーション２からの呼び出しを受信して値をアプリケーション２に返す。サービ
ス１（例えばソフトウェアライブラリであってよい）はOS API１へ呼び出しを行い、OS A
PI１から返値を受信する。サービス２（例えばソフトウェアライブラリであってよい）は
OS API１とOS API２の両方へ呼び出しを行い、OS API１とOS API２の両方から返値を受信
する。アプリケーション２はOS API２へ呼び出しを行い、OS API２から返値を受信する。
【００５６】
　上述したように、電子機器の通知モジュール（例えば図２の通知モジュール２３８）は
、アプリケーションから通知を受け取り、ユーザに通知を提供する方法を制御することが
できる。例えば、通知モジュール異なるアプリケーションから受信した複数の通知をまと
めることができ、まとめた通知を通知センター内に一連のペイン（またはリスト）として
提供することができる。従って、通知センターにアクセスすることにより、ユーザは最近
受信した通知のリストを見ることができる。いくつかの場合において、通知センターは電
子機器がロック解除状態で動作している際にのみアクセス可能であってもよい。
【００５７】
　任意の好適な手法を、通知センターを起動するために用いることができる。例えば、ユ
ーザは電子機器のボタンを押下することにより通知センターを起動してよい。別の例とし
て、電子機器（例えば図１の電子機器１００または図２のシステム２００）が、機器のあ
らかじめ定められた機能群の操作がタッチスクリーンおよび／またはタッチパッド（例え
ばタッチI/Oデバイス２１２）を通じて実行される機器である場合、ユーザはタッチスク
リーン上の画像に触ったりタッチしたりすることによって通知センターを起動することが
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できる。
【００５８】
　例えば、図５を参照すると、電子機器のホーム画面の表示画面５００が示されている。
表示画面５００は図２のタッチI/Oデバイス２１２と同じものであってもよいし、タッチI
/Oデバイス２１２とやりとり可能であってもよい。表示画面５００は複数の選択可能なア
イコン５０２を含むことができる。
【００５９】
　通知モジュールは通知センターを起動するための複数のジェスチャーを受け付けるよう
に構成されてもよい。例えば、ユーザは１本以上の指を画面５００の一番上から下方向へ
素早くフリックするグロススワイプジェスチャーを実行することができる。別の例として
、ユーザは画面５００の一番上から下方向に１本以上の指をゆっくりドラッグすることが
できる。
【００６０】
　通知モジュールは画面５００の特定領域（例えば、画面５００の一番上の２０ピクセル
領域）におけるユーザによるスワイプまたはドラッグを検出可能である。具体的には、通
知モジュールが２０ピクセル領域内の複数ピクセルで動きがあったことを検出すると、通
知モジュールは通知センターの表示を開始することができる。
【００６１】
　いくつかの実施形態において、通知モジュールは通知センターを起動するユーザの方法
とは無関係な同一方法で通知センターを表示することができる。別の実施形態において通
知モジュールは、ユーザが行ったジェスチャーに応じた異なる応答を行ってもよい。例え
ば、ユーザがグロススワイプジェスチャーを実行した場合、通知モジュールは通知センタ
ーを画面５００の最下部へ直ちにプルダウンすることができる。代わりに、ユーザが１本
以上の指をゆっくりと下方にドラッグした場合、通知モジュールは通知センターを画面５
００上にリアルタイムでプルダウンしてよい。
【００６２】
　いくつかの場合において、通知センターの存在を示すために、表示画面５００の最上部
に視覚的な目安が表示されてもよい。他の実施形態において（そして表示画面５００に示
されるように）、通知センターの存在を示す視覚的な目安がなくてもよい。そうすること
で、ユーザが電子機器を使用している際に気を散らされることを回避できるほか、画面の
貴重なスペースを節約することができる。
【００６３】
　本技術分野に属する当業者は、表示画面５００の最上部に代わって、表示画面５００の
任意の好適な部分（例えば表示画面５００の右、左、または最下部）から通知センターに
アクセス可能であることを理解するであろう。さらに、通知モジュールは、表示画面５０
０のどの部分を通知センターの起動に用いるかをユーザが指定することを可能にしてもよ
い。
【００６４】
　本技術分野に属する当業者はまた、図５がホーム画面を示しているけれども、任意の好
適な時点で通知センターを起動することが可能であることを理解するであろう。特に、通
知センターは機器が特定のアプリケーションを表示している際に起動されてもよい。
【００６５】
　図６Ａ～６Ｅには、電子機器の通知センターの表示画面が示されている。本技術分野に
属する当業者は、電子機器がポートレートモードで動作している際の通知センターが図６
Ａ～６Ｅに示されているが、電子機器がランドスケープモードで動作している際にも通知
センターを表示できることを理解するであろう。
【００６６】
　まず図６Ａを参照すると、ユーザが表示画面６００の最上部から１本以上の指を下方向
にドラッグしたことに応答して、通知モジュールは通知センター６０２を表示画面６００
の最下部(bottom)に向かってプルダウンすることができる。通知センター６０２は最下部
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にタブ６０４を含むことができる。
【００６７】
　いくつかの場合において、表示画面６００から通知センター６０２を取り除くため、ユ
ーザは通知センター６０２を表示画面の上方かつ画面外へドラッグする必要があるかもし
れない。本技術分野に属する当業者は、表示画面６００から通知センター６０２を取り除
くために他の好適な手法のいずれか（例えば、ホームまたはオン／オフボタンの押下）を
用いてもよいことを理解するであろう。
【００６８】
　次に、図６Ｂには、通知センター６０２が表示画面６０６の最下部まで完全にプルダウ
ンされている状態が示されている。通知センター６０２は１つ以上のペインを含むことが
でき、各ペインは電子機器の異なるアプリケーションを表すウィジットを含むことができ
る。例えば、通知センター６０２は天気ペイン６０８，株ペイン６１０、ソーシャルネッ
トワークペイン６１２、およびメールメイン６１４を含むことができる。
【００６９】
　通知センター６０２は、より少ない、あるいはさらなる通知を見るために、ユーザが通
知センター６０２に触って上下方向にドラッグできるよう、スクロール可能であってよい
。いくつかの実施形態では、通知センター６０２の所定部分だけがスクロール可能にされ
てもよい。その結果、１つ以上のペイン（例えば天気ペイン６０８と株ペイン６１２）は
固定されたままで、他のペインはスクロール可能であってよい。
【００７０】
　天気ペイン６０８は電子機器の現在位置についての天気を表示することができる。ある
いは、天気ペイン６０８はユーザが指定した任意のデフォルト位置についての天気を表示
してもよい。ユーザは機器の天気アプリケーションを開くために天気ペイン６０８をタッ
チしてもよい。さらに、ユーザは、別の都市の天気を見るために、天気ペイン６０８を左
または右にスワイプしてもよい。
【００７１】
　株ペイン６１０は例えばユーザによる操作とは無関係に右から左にスクロールするスク
ロール可能な株ティッカーを含むことができる。ユーザは他の隠れた、または一部が表示
されている株を見るため、株ペイン６１０を左または右にドラッグすることができてもよ
い。いくつかの場合において、ユーザはティッカー（例えば株ティッカー６１７～６１９
の１つ）をタッチすることにより、それぞれの株ティッカーの任意の１つを選択してもよ
い。ユーザの選択に応答して、通知モジュールは株ウィジェットを開くことができる。株
ウィジェットは文脈上選択された株ティッカーに基づくことができる（例えば、株ウィジ
ェットは選択された会社に対応する詳細な株情報を表示することができる）。
【００７２】
　ユーザはそのペインに関連づけられたアプリケーションにアクセスするため、通知セン
ター６０２の任意のペインを選択（例えばタッチ）してよい。例えば、ソーシャルネット
ワークペイン６１２をユーザが選択したことに応答して、通知モジュールはソーシャルネ
ットワークアプリケーションをユーザに提供することができる。
【００７３】
　ペイン６０８～６１４のそれぞれは、ユーザがそのペインから通知を手動で消去できる
ようにするオプションと関連づけられてよい。例えば、ボタン６１６は、ペイン６１２に
ついて、通知センター６０２からユーザが通知を消去することを可能にしてもよい。具体
的には、ユーザがボタン６１６を選択したことに応答して、通知モジュールは「消去」ボ
タンを表示することができる（例えばボタン６１６が裏返しになって「消去」になったり
、拡大して「消去」ボタンになったり、および／または「消去」ボタンに遷移したりする
ことができる）。その後、ユーザが「消去」ボタンを選択すると、ユーザは通知センター
６０２から１つ以上の通知を手動で消去することができる。
【００７４】
　いくつかの場合において、ボタン６１６はユーザが特定のペイン（またはアプリケーシ
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ョン）における全ての通知を消去することを可能にしてもよい。その結果、対応するペイ
ンを通知センター６０２から除去してもよい。しかし、そのアプリケーションについての
新たな通知が受信されると、そのアプリケーションに対応したペインが通知センター６０
２に再度表示されてもよい。
　本技術分野に属する当業者は、通知センター６０２から消去された通知であっても、そ
れらの通知を生成したアプリケーションからは依然としてアクセス可能であることを理解
するであろう。従って、通知センター６０２から消去された通知をユーザが見たい場合、
ユーザは対応するアプリケーションにアクセスすることでそれらの通知を見ることができ
るであろう。
【００７５】
　ペイン６１２および６１４のようないくつかのペインは、関連づけられた１つ以上の通
知のリストを有することができる。例えば、ソーシャルネットワークペイン６１２は、１
つの通知を提示するリスト６１３を有し、電子メールペイン６１４は２つの電子メール通
知を提示するリスト６１５を有している。関連づけられたリストの一部として、任意の好
適な数の通知をリストアップすることができる。表示されている各通知は選択可能であっ
てよく、選択されると、その通知が、関連づけられたペインに対応するアプリケーション
で開かれる。例えば、ユーザがリスト６１５の最初の電子メール通知を選択したとすると
、そのメールがメールアプリケーションで閲覧するために開かれる。
【００７６】
　関連づけられたリストを有するペインは、垂直方向にスクロール可能であってよい（例
えばユーザはそれぞれに関連づけられたリストをみるため、次から次へとペインをスクロ
ールすることができる）。それらのペインは、水平方向にスクロール可能なペイン６０８
および６１０とは対照的である。ユーザは、ペイン６０８および６１０のようなペインは
その場に維持した状態で、リストが関連づけられたペインからリストが関連づけられたペ
インまでスクロールすることができる。従って、ユーザはいつでもペイン６０８および６
１０を水平方向にスクロール可能であり、またリストが関連づけられたペインを垂直方向
にスクロール可能である。
【００７７】
　図６Ｃを参照すると、カレンダーペイン６２２を含むことのできる通知センター６０２
を示す表示画面６２０が示されている。カレンダーペイン６２２は、ユーザのカレンダー
のあらかじめ定められた期間（例えば今後２４時間）における通知（例えば近づきつつあ
るイベント）のリストを表示することができる。いくつかの場合において、カレンダーペ
イン６２２は近づきつつあるイベントを時系列で整理することができる。例えば、最も差
し迫ったイベントを通知リストの一番上に表示し、その次に到来するイベントを次に、と
いった順序で表示することができる。あるいは、最も差し迫ったイベントを通知リストの
一番下に表示することもできる。
【００７８】
　カレンダーペイン６２２はあるイベントが進行中である間、リアルタイムで調整されて
もよい。例えば、図６Ｃに示すように、通知６２１はイベント「ヨガ」が４０分前に開始
していることを示すテキスト６２３(40m ago)を含むことができる。通知モジュールは、
イベントの継続中、テキスト６２３を継続的に更新することができる。
【００７９】
　いくつかの実施形態において、ユーザは各プリケーションについてあらかじめ定められ
た数の通知が表示されるように設定することができる。その結果、表示可能な通知の数が
あらかじめ定められた数を超える場合、通知モジュールはカレンダーペイン６２２から自
動的に通知を取り除くことができる。通知のあらかじめ定められた数を指定するための通
知設定については、図９Ｅおよび図９Ｆとともにより詳細に説明する。
【００８０】
　図６Ｃに示すように、通知のあらかじめ定められた数は５に設定されてよい。従って、
新たな通知を受信すると、通知モジュールはカレンダーペイン６２２に現在表示されてい
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る通知を自動的に除去することができる。例えば、今度は図６Ｄを参照すると、カレンダ
ーアプリケーションから新たな通知６２６を受信すると、通知モジュールは新しい通知６
２６をカレンダーペイン６２２の一番上に追加することができる。しかし、表示すること
のできる通知の数が通知のあらかじめ定められた数を超えるため、通知モジュールは通知
６２８をカレンダーペイン６２２から除去することができる。いくつかの場合において、
通知６２８はカレンダーペイン６２２に表示される他のイベントと比較して最も遅い開始
時刻を有するイベントに関連づけられていてもよい。その後、カレンダーペイン６２２か
ら別の通知が除去されると（例えば通知６２６が完了したり、取り消されたりすると）、
通知６２８はカレンダーペイン６２２に戻されることができる。
【００８１】
　カレンダーイベントの時間が経過すると、そのイベントに対応する１つ以上の通知は自
動的にカレンダーペイン６２２から除去されてよい。例えば、イベント「ヨガ」が１時間
続くとすると、「ヨガ」に対応する通知６２１（図６Ｃ）は、イベントが完了次第カレン
ダーペイン６２２から除去されてよい。例えば、図６Ｅに示すように、「ヨガ」イベント
の時間が経過すると、通知モジュールは通知６２１を通知センター６０２から自動的に除
去することができる。通知６２１の除去に加え、通知モジュールは新たな通知６３２をカ
レンダーペイン６２２に追加することができる。
【００８２】
　本技術分野に属する当業者は、図６Ａ～図６Ｅに含まれるペインが単なる例示であるこ
とを理解するであろう。従って、通知センター６０２には、機器の１つ以上のアプリケー
ションに関連づけられた任意の好適なペインが含まれてよい。いくつかの場合において、
通知センター６０２は機器がロック状態で動作している際に表示される通知を含んでもよ
い。それらタイプの通知について、図８Ａ～図８Ｆとともに詳細に説明する。
【００８３】
　図６Ｆ～図６Ｈを参照すると、ユーザがゲームのようなサードパーティアプリケーショ
ンに現在アクティブに参加している際の通知センターの表示を示すいくつかの例示的な表
示画面が示されている。図６Ｆにおいて表示画面６４０は、ゲームのような、アクティブ
に稼働中のサードパーティアプリケーションを示している。アクティブなサードパーティ
アプリケーションに参加しながら、ユーザは本発明の一実施形態に従って通知センターに
アクセスすることができる。ユーザはまず、タブ６５４が図６Ｇの画面６５０に表示され
るように指を画面の一番上から下方向に指をスワイプさせる。タブ６５４が表示されると
、ユーザは指をタブ６５４の上に置き、図６Ｈの画面６６０に部分的に示されているよう
に、タブ６５４を下にドラッグして通知センター６６２が現れるようにする。ユーザがタ
ブ６５４を画面６６０の一番下までドラッグすると、通知センター６６２の全体が表示さ
れる。
【００８４】
　いくつかの実施形態において、電子機器がロック解除状態で動作している間、通知モジ
ュールは様々なアプリケーションから受信した通知に対応することのできる１つ以上のバ
ナーを表示することができる。通知モジュールは例えば、表示画面にバナーを回転させて
表示することができる。
【００８５】
　ユーザがそのバナーを所定時間（例えば５、６秒）内に選択しないと、通知モジュール
はそのバナーを表示画面から除去することができる。例えばバナーを表示画面外へ回転さ
せてもよい。あるいは、ユーザはバナーをスワイプしたり押し返したりすることによって
バナーを追い払うことができる。
【００８６】
　いくつかの実施形態において、ほぼ同時に通知モジュールが２つ以上のバナーを受信し
た場合、それらのバナーは同時期に表示画面に回転されてよい。つまり、表示画面に複数
のバナーが同時に回転されうる。あるいは、できるだけユーザの気を散らさないようにす
るため、通知モジュールはバナーが常に１つだけ表示されるようにバナーの表示タイミン



(26) JP 2014-519126 A 2014.8.7

10

20

30

40

50

グを調整してもよい。
【００８７】
　本技術分野に属する当業者は、バナーを表示するために好適な視覚的方法のいずれを用
いてもよいことを理解するであろう。例えば、バナーは表示画面を横切ってスクロールし
たり、跳ね上がる／落下したり、はらはらと表示画面に入ってきたりしてもよい。さらに
、バナーは同様の機能で除去されてもよい。通知モジュールはバナーが許される表示およ
び／または除去方法をユーザが指定できるようにしてもよい。
【００８８】
　いくつかの場合、ユーザがバナーにアクセスすることなくそのバナーを無視もしくは除
去した場合、通知モジュールはそのバナーに関連づけられた通知を通知センター（例えば
図６Ａ～図６Ｅの通知センター６０２）に追加してもよい。その結果、ユーザがその後通
知センターを見るために選択すると、通知センターはユーザがアクセスしていない、累積
した全ての通知をユーザに提供することができる。
【００８９】
　図７Ａ～図７Ｅを参照すると、電子機器に表示可能な様々なタイプのバナーを示す表示
画面が示されている。本技術分野に属する当業者は、機器がロック解除状態で動作してい
る間（例えば機器がホーム画面を表示している間や特定のアプリケーションを表示してい
る間）、任意の適切なタイミングでバナーを表示することが可能であることを理解するで
あろう。例えば、ユーザがビデオゲームで遊んでいる間、ウェブサイトにアクセスしてい
る間、システム設定を変更している間、動画を見ている間などにバナーが表示されてよい
。本技術分野に属する当業者は、図７Ａ～図７Ｅには電子機器がポートレートモードで動
作している間のバナー表示が示されているが、電子機器がランドスケープモードで動作し
ている間にもバナーが表示されてよいことを理解するであろう。本技術分野に属する当業
者は、表示画面の任意な好適な位置（例えば右、左、最上部、または最下部）にバナーを
表示可能であることを理解するであろう。さらに、通知モジュールはバナーが表示画面の
どの部分に表示されてよいかをユーザが指定できるようにしてもよい。
【００９０】
　まず図７Ａを参照すると、バナー７０２を含むことのできる表示画面７００が示されて
いる。バナー７０２は最近受信した通知（例えばユーザのアドレス帳から受信したテキス
トメッセージ）を提示することができる。図７Ａに示すように、バナー７０２はユーザが
ビデオゲームを遊んでいる最中に表示することができる。
【００９１】
　バナー７０２は、アイコン７０４、テキスト７０６およびメディア７０８を含むことが
できる。アイコン７０４は通知を生成したアプリケーションのタイプを示すことができる
。テキスト７０６はアドレス情報および／または受信したテキストメッセージの１つ以上
の部分を含むことができる。いくつかの場合、テキスト７０６は通知のフルテキストの短
縮バージョンであってもよい（例えばテキスト７０６はテキストまたは電子メールの本文
の一部を含んでよい）。メディア７０８はテキストメッセージに関連づけられた埋め込み
メディア（例えばアドレス帳の写真やテキストメッセージに添付されたメディアファイル
）であってよい。
【００９２】
　いくつかの実施形態において、通知モジュールはユーザが（例えばバナー７０２をタッ
チすることで）ユーザがバナー７０２を選択するとそれを検出することができる。ユーザ
の選択に応答して通知モジュールは、その通知を生成したアプリケーションで関連づけら
れた通知を提示することができる。例えば、ユーザがバナー７０２を選択したことに応答
して、通知モジュールはバナー７０２に対応する特定のテキストメッセージをテキストメ
ッセージアプリケーションで表示することができる。
【００９３】
　いくつかの実施形態において、ユーザはそのアプリケーションに関連づけられている別
の通知を見るためにバナー７０２を下にドラッグしてもよい。あるいは、ユーザがバナー
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７０２を下方にドラッグしたことに応じて、通知モジュールは通知センターを表示するこ
とができる。例えば、通知モジュールは、バナー７０２に関連づけられたアプリケーショ
ンパネルを含んだ通知センターの部分を表示することができる。別の例として、通知モジ
ュールはそのテキストメッセージが中心になるような通知センターの部分を表示すること
ができる。
【００９４】
　図７Ｂを参照すると、バナー７１０を含むことのできる表示画面７１０が示されている
。バナー７１０は通知に添付されていた映像であってもよいメディア７１２を含むことが
できる。本技術分野に属する当業者は、メディア７１２が例えば静止画、動画、音声ファ
イル、地図、電子名刺など、任意の好適なメディアを表示可能なことを理解するであろう
。
【００９５】
　さらに、バナー７１０は、通知が複数の静止画および動画に関連づけられており、テキ
ストには関連づけられていないことを示すテキスト７１３を含むことができる。具体的に
は、テキスト７１３はメディア７１２のほかに２つの添付ファイルが存在することを示す
ことができる。従って、テキスト７１３はバナー７１０に表示されていない添付ファイル
の数に応じて変化しうる。
【００９６】
　図７Ｃはバナー７１８を含むことのできる表示画面７１６を示している。バナー７１８
は、地図URLに関連づけられた通知に基づいて生成することのできる地図７２０を含むこ
とができる。例えば、地図７２０は、地図URLに関連づけられた場所のすぐ近くの場所の
ローカライズされた地図であってよい。さらに、地図７２０は地図URLに関連づけられた
特定の場所（例えばレストランや映画館の場所）に埋め込まれたピンを含むことができる
。
【００９７】
　図７Dを参照すると、バナー７２４を含むことのできる表示画面７２２が示されている
。バナー７２４は合体バナーであってよい。つまり、バナー７２４は特定のアプリケーシ
ョンについて待ち行列に入れられている複数の通知に関する情報であってもよい。例えば
、図７Dに示すように、バナー７２４はメールアプリケーションに関して７つの新規メー
ル通知が存在することを示している。
【００９８】
　通知モジュールは他のいかなる手法をもちいて合体バナーを生成してもよい。例えば、
通知モジュールは、少なくとも１つの共通パラメータ（例えば特定の対象）に関連づけら
れた２つ以上の通知を検出することができる。２つ以上の通知が少なくとも１つの共通パ
ラメータに関連づけられていることを検出すると、通知モジュールはそれら２つ以上の通
知を合体バナー内の１つのメッセージに追加することができる。別の例として、通知モジ
ュールはそれら２つ以上の通知を合体バナー内の１つのメッセージに短縮（例えば要約）
することができる。
【００９９】
　いくつかの場合において、通知モジュールはそれぞれのバナーが１つのメッセージを表
示してよい複数の合体バナー（例えばバナーのグループ）を同時表示することができる。
これらバナーは複数のアプリケーションに関して新たな通知が待ち行列に存在することを
示す。
【０１００】
　通知モジュールは、１つ以上のトリガーイベント（例えば時間または場所に基づく１つ
以上のトリガーイベント）の発生に基づいてバナーを提供することもできる。例えば、通
知モジュールが時間に基づくトリガーイベントに関連づけられた通知（例えば特定の時刻
にタスクを実行するためのリマインダー）を受信すると、通知モジュールはそのイベント
に関連づけられたバナーをそのイベントの開始時または開始時よりあらかじめ定められた
時間だけ前に表示することができる。
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【０１０１】
　別の例として、位置に基づくトリガーイベント（例えば食料雑貨店でミルクを買うとい
うリマインダー）に関連づけられた通知の受信に応答して、通知モジュールは電子機器が
食料雑貨店の場所で検出された際にそのイベントに関連づけられたバナーを表示すること
ができる。いくつかの実施形態において、これらのアラームバナーはユーザが所定時間そ
のアラームを停止することを可能にする「スヌーズ」ボタンを含むことができる。
【０１０２】
　電子機器に表示されるバナーは控えめであってよい。すなわち、バナーは表示画面上で
重なり合っている制御領域(controls)へのユーザアクセスを邪魔しないようにすることが
できる。例えば、図７Ｅを参照すると、バナー７２８を含むことのできる表示画面７２６
が示されている。バナー７２８は「通知(Notifications)」ボタン７３０に重畳されてよ
い。バナー７２８は控えめなバナーなので、バナー７２８が「通知」ボタン７３０の最上
部に位置している間もユーザは依然として「通知」ボタン７３０を押下することができる
。いくつかの実施形態では、バナー７２８が重畳していても「通知」ボタン７３０が依然
として選択可能であることをユーザに示すことが可能な１つ以上の視覚的目安をさらに表
示することができる。
【０１０３】
　いくつかの実施形態において通知モジュールは、電子機器がロック状態（例えば電子機
器が使用中でない場合）に通知を表示する方法を制御することができる。具体的には、機
器がロック状態で動作している際、１つ以上の通知を様々なアプリケーションから受信す
ることができる。具体的には、電子機器は１つ以上のプッシュイベント（例えば電話、ボ
イスメール、電子メール、またはサードパーティプッシュイベント）や機器の警告（例え
ばリマインダーやアラーム）を受信してもよい。
【０１０４】
　通知の受信に応答して、電子機器はウェイクアップすることができ（例えばプロセッサ
はグラフィックスモジュールをウェイクアップすることができる）、通知モジュールは受
信した通知を表示画面に表示することができる。いくつかの場合において、通知は大きな
様式(large format)の通知として表示されてもよい。図８Ａ～図８Ｆを参照すると、電子
機器がロック状態で動作している間に表示可能な様々なタイプの通知を示す表示画面が示
されている。
【０１０５】
　まず図８Ａを参照すると、通知８０２を含むことのできる表示画面８００が示されてい
る。通知８０２は電子機器がロック状態で動作している間にサードパーティアプリケーシ
ョンから受信した後に表示されてよい。具体的には、通知８０２は、通知８０２を生成し
たアプリケーションを示すアイコン８０４を含むことができる。さらに、通知８０２は、
関連づけられたテキストもしくはアプリケーションから受信したテキストの一部を提供す
ることができるテキスト８０６を含むことができる。
【０１０６】
　通知８０２を見るとユーザは通知８０２に関連づけられたメッセージへ直接飛ぶことを
選択することができる。例えば、ユーザは通知をタップした状態を維持することで、通知
８０２にアクセスすることができる。ユーザの操作に応答して、通知モジュールは（例え
ば通知８０２をアニメーション表示することにより）表示画面上にスライダーを（例えば
通知を裏返すことにより）表示することができる。例えば図８Ｂを参照すると、通知８０
２の裏側の構成要素として埋め込まれてよいスライダー８１０を含むことのできる表示画
面８０８が示されている。ユーザはスライダーボタン８１２を特定の方向（例えば右）に
ドラッグすることにより、スライダー８１０を操作してよい。
【０１０７】
　スライダー８１０が操作されたことを検出すると、通知モジュールは電子機器を直接ロ
ック解除することができる。機器のロック解除後、通知モジュールは、その通知を生成し
たアプリケーションで、通知を提示することができる。いくつかの場合では、電子機器が
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特定のアプリケーションから複数の通知を受信していても、通知モジュールは他の通知を
無視して、ユーザが明示的に要求した特定の通知を提示することができる。
【０１０８】
　図８Ｃを参照すると、通知８１６を含むことのできる表示画面８１４が示されている。
通知８１６は電子機器によって受信された画像テキストメッセージ(image text message)
に応答して表示されてよい。特に、通知８１６は埋め込まれた画像８１８を含むことがで
きる。さらに、通知８１６は、そのテキストメッセージの送信者の識別情報を提供するテ
キスト８１９を含んでもよい。さらに、通知８１６は画像に添えられたテキストであって
よいテキスト８２０を含むことができる。図８Ｃに示すように、画像８１８は通知８１６
内に目立つように表示されてよい（例えば画像８１８はテキスト８１９や８２０と比較し
て拡大されてもよい）。
【０１０９】
　図８Ａおよび図８Ｂと同様に、ユーザが通知８１６にアクセスするために（例えば通知
８１６をタップした状態を維持することにより）選択を行うと、通知モジュールはスライ
ダーを表示することができる。そしてユーザがスライダーをドラッグしてスライダーを操
作すると通知モジュールは機器をロック解除し、（例えば画像８１８をチャットアプリケ
ーションの画像ビューに表示するなどにより）画像８１８を直接ユーザに提供することが
できる。
【０１１０】
　本技術分野に属する当業者は、通知モジュールが通知内のどのような好適なタイプのメ
ディアを表示してもよいことを理解するであろう。例えば、通知は１以上の音声、１以上
の電子名刺、１以上の映像、および１以上の地図URL（例えば通知モジュールはそのURLの
場所の地図を表示することができる）の１つ以上を含むことができる。さらに、合体バナ
ーと同様に、通知モジュールはある特定のアプリケーションに関して待ち行列に入れられ
ている複数の通知に関連づけられた上方を１つの通知で表示することができる。
【０１１１】
　さらに、通知は１つ以上のトリガーイベント（例えば時間ベースまたは場所ベースのト
リガーイベント）に応答して表示されてもよい。例えば、位置に基づくトリガーイベント
に関連づけられた通知の受信に応答して、通知モジュールは電子機器がそのトリガーイベ
ントの場所で検出された際にそのイベントに関連づけられた通知を表示することができる
。
【０１１２】
　別の例として、通知モジュールが時間に基づくトリガーイベントに関連づけられた通知
を受信すると、通知モジュールはそのイベントに関連づけられた通知をそのイベントの開
始時または開始時よりあらかじめ定められた時間だけ前に表示することができる。例えば
、図８Dを参照すると、通知８２４とともに表示画面８２２が示されている。通知８２４
は、通知８２４が時間ベースのトリガーイベント（例えばアラーム）に応答して表示され
たことを示してもよいテキスト８２６を含むことができる。さらに、テキスト８２６はア
ラームの説明を提供することができる。
【０１１３】
　通知８２４はさらに「スヌーズ(Snooze)」ボタン８２８を含んでもよい。ユーザによる
「スヌーズ」ボタン８２８の選択に応答して、通知モジュールは所定の期間アラームを停
止することができる。この機能により、ユーザは電子機器をロック解除することなしにア
ラームを制御することが可能である。
【０１１４】
　表示画面８００（図８Ａ）、８０８（図８Ｂ）、８１４（図８Ｃ）、および８２２（図
８Ｄ）は、表示されている通知の上に配置されるプルダウンオプション８３０を含むこと
ができる。本技術分野に属する当業者は、図８Ａ～図８Ｄにおいてプルダウンオプション
８３０が通知の上に示されているが、プルダウンオプション８３０を表示画面のいかなる
好適な位置（例えば表示画面の左、右、または最下部）に位置させることが可能であるこ
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とを理解するであろう。加えて、電子機器がスリープモードにある場合、電子機器のボタ
ン（例えばオン／オフボタンおよび／またはホームボタン）を押下することによりプルダ
ウンオプション８３０をユーザが見ることができるようにしてもよい。
【０１１５】
　プルダウンオプション８３０は、過去に受信した通知（例えば電子期機器がロック状態
で動作していた間に受信した全ての通知）をユーザが見ることを可能にする。ユーザはオ
プション８３０を表示画面上で下方向にドラッグする動作により、プルダウンオプション
８３０を選択することができる。
【０１１６】
　図８Ｅを参照すると、過去に受信した通知のリストであってよい通知リスト８３４を示
す表示画面８３２が示されている。具体的には、通知リスト８３４の各通知が最初に受信
された際、その通知は（例えば図８Ａ～図８Ｄに示されるように）大きな様式の通知とし
て表示されていてもよい。しかし、その通知にユーザが応答しなかったため、通知は通知
リスト８３４に個別の要素として追加された。いくつかの実施形態において、ロックモー
ドにおける通知の最初の表示は、同じ通知が通知リスト８３４で表示される場合よりも大
きくすることができる。例えば、通知８０２（図８Ｂ）、８１６（図８Ｃ）、８２４（図
８Ｄ）は要素８３５、８３７、８３８よりもそれぞれ大きくすることができる。つまり、
要素８３５、８３７、８３８は小さい様式で表示されてよい。
【０１１７】
　通知リスト８３４の各要素は互いの上に積み上げられてもよい。例えば、通知モジュー
ルは、電子機器が受信した複数のテキストメッセージを、通知リスト８３４の個々の要素
として表示することができる。
【０１１８】
　いくつかの実施形態において、通知リスト８３４は、各通知が受信された時刻に基づい
て（例えば時系列に基づいて）配列されてよい。つまり、受信した通知のうち最新のもの
を、通知リスト８３４の一番上に追加することができる。あるいは、受信した通知のうち
最新のものを、通知リスト８３４の一番下に追加することができる。例えば図８Ｅに示す
ように、通知リスト８３４は最新の通知がリスト８３４の一番上にくるように時系列で配
列される。
【０１１９】
　別の実施形態では、通知リスト８３４はユーザが選択したパラメータに基づいて配列さ
れてもよい。例えば、ユーザはどのアプリケーションの通知が最初、２番目、３番目、…
に表示されるべきかを指定することができる。ユーザが選択したパラメータに基づいて、
通知モジュールは受信した通知を並び替えることができる。例えば、各アプリケーション
に対応する通知をまずグループ化してから、あらかじめ定められた順序でアプリケーショ
ンを配列することができる。例えば、ボイスメールに対応する通知を最初にリストアップ
することができ、電子メールに対応する通知を２番目にリストアップすることができ、テ
キストメッセージに対応する通知を３番目にリストアップすることができる、…といった
具合である。通知リスト８３４を配列する方法のユーザによる選択について、図９Ｂとと
もにより詳細に説明する。
【０１２０】
　通知リスト８３４はスクロール可能であってよい。具体的には、ユーザが領域８３０の
一部をスワイプまたはドラッグした際に、通知リスト８３４が上または下に移動できるよ
う、表示画面８３２の領域８３６がスクロール可能に構成されてよい。その結果、通知リ
スト８３４は多数の通知（例えば、機器がロック状態で動作している間に受信された全て
の通知）を表示する能力を有する。いくつかの実施形態において通知リストは、プルダウ
ンオプション８３０が表示されてユーザによって操作されたかどうかとは無関係に自動的
に表示されてもよい。
【０１２１】
　さらに、通知リスト８３４の各通知は個別にアクセス可能であってよい。例えば、各通
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知は個々のスライダーに関連づけられてよい。上述したように、ユーザは通知をタップし
た状態を保つことにより、通知リスト８３４内の通知にアクセスするために選択すること
ができる。例えば、ユーザは通知８３８をタップし続けることができ、このユーザの動作
に応答して通知は通知リスト８３４内にスライダーを（例えば通知８３８を裏返すことに
より）表示することができる。
【０１２２】
　図８Ｆを参照すると、表示画面８４０は、通知８３８の裏側とともに通知リスト８３４
を示している。特に、通知８３８はスライダー８４２を含むことができる。スライダー８
１０（図８Ｂ）と同様、スライダー８４２は通知８３８に埋め込まれた構成であってよい
。ユーザはスライダーボタン８４４を一方向（例えば表示画面８４０の右方向）にドラッ
グすることにより、スライダー８４２を操作してよい。
【０１２３】
　スライダー８４２が操作されると、通知モジュールはスライダー８４４が操作されたこ
とを検出することができ、通知モジュールは電子機器のロックを解除することができる。
機器のロック解除後、通知モジュールは、その通知を生成したアプリケーションで、通知
を提示することができる。
【０１２４】
　いくつかの実施形態において、ユーザは機器のロックを解除するための選択を行っても
よい。例えば、ボタン（例えばオン／オフボタンまたはホームボタン）を押下したり「ロ
ック解除(unlock)」スライダー８４６をスライドさせたりすることにより、ユーザは機器
のロックを解除するための選択を行ってもよい。ユーザの操作に応答して、通知モジュー
ルは（例えば図６Ａ～図６Ｅの通知センター６０２と同様の）通知センターを表示画面上
に表示することができる。別の実施形態において、ユーザが機器のロックを解除したこと
に応じて、通知モジュールは、ユーザが通知センターを明示的に起動するまで通知センタ
ーを表示しなくてもよい。いくつかの実施形態において、「ロック解除(unlock)」スライ
ダー８４６（または他のユーザ入力ロック解除領域）は、いつ通知が受信されたかに基づ
いて変化する、コンテキスト依存テキストを含むことができる。例えば、電子メールが受
信されて通知リスト８３４に表示される場合、テキストは「スライドして読む」である。
別の例として、リマインダー通知を受信した場合、テキストは「スライドして見る」であ
ってよい。
【０１２５】
　いくつかの場合、通知モジュールはユーザがプライバシー設定を指定できるようにして
もよい。従って、ユーザがプライバシー設定をオンにした場合、電子機器がロック状態に
ある際に受信された１つ以上の通知または通知のタイプ（例えばテキストメッセージに関
連づけられた通知）は、機器がロック状態のままである限り表示されない。そして、ユー
ザが機器のロックを解除することを選択すると、通知モジュールは受信した通知を（例え
ば図７Ａ～図７Ｅのバナーと同様の）１つ以上のバナーで表示することができる。
【０１２６】
　上述したとおり、通知をどのように表示したいかについてのユーザの好みは様々であろ
うから、電子機器は通知設定のカスタマイズをユーザに許すようにすることができる。具
体的には、ユーザはロック状態（例えば通知）およびロック解除状態（例えば通知センタ
ーおよびバナー）について通知設定をカスタマイズできてよい。
【０１２７】
　図５に戻ると、表示画面５００は「設定(Settings)」オプション５０４を含むことがで
きる。具体的には、電子機器の１つ以上の設定を変更するため、ユーザは「設定」オプシ
ョン５０４を選択してよい。従って、ユーザが「設定」オプション５０４を選択したこと
に応じて、電子機器はシステム設定をユーザが変更することを可能にする表示画面を提供
することができる。例えば、図９Ａ～図９Ｆを参照すると、通知設定のカスタマイズに関
する表示画面が示されている。
【０１２８】
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　まず図９Ａを参照すると、ユーザが「設定」オプション５０４（図５）を選択した後に
表示されてよい設定リスト９０２を含んだ表示画面９００が示されている。設定リスト９
０２は「通知(Notifications)」オプション９０４を含むことができる。ユーザは１つ以
上の通知設定にアクセスして変更するため、（例えば「通知」オプション９０４をタップ
することにより）「通知」オプション９０４を選択してよい。
【０１２９】
　ユーザが「通知」オプション９０４を選択したことの検出に応答して、電子機器は表示
画面に１つ以上の通知設定を提供することができる。これらの通知設定はユーザが１つ以
上のバナーオプションまたは通知センターオプション（例えば電子機器がロック解除状態
の場合）や、１つ以上の通知オプション（例えば電子機器がロック状態の場合）をユーザ
が変更することを可能にしてよい。例えば、図９Ｂを参照すると、複数の通知設定を含む
ことのできる表示画面９０６が示されている。
【０１３０】
　例えば、表示画面９０６は手動並び替えオプション９０８および自動並び替えオプショ
ン９１０を含むことができる。並び替えオプション９０８および９１０は、例えば通知リ
スト（例えば図８Ｅおよび図８Ｆの通知リスト８３４）のような１つ以上のコンテキスト
に通知がどのような順序で表示されるかを指定することが可能なユーザ選択パラメータで
ある。
【０１３１】
　ユーザが並び替えオプション９０８を選択すると、通知モジュール（例えば図２の通知
モジュール２３８）は、通知リスト内に通知が表示される順序を手動で指定することをユ
ーザに許す（例えばユーザにオプションを提供する）ことができる。つまり、ユーザは、
どのアプリケーションの通知が最初に、また２番目に、（以下同様）表示されるべきかを
指定することができる。並び替えオプション９０８のユーザ選択に基づいて、通知モジュ
ールは受信した通知をユーザが指定した順序に並び替えることができる。
【０１３２】
　いくつかの実施形態において、アプリケーションが並び替えられる順序は「通知センタ
ーに含める(In Notification Center)」グループ９１１でアプリケーションがリストアッ
プされる順序に対応してもよい。別の実施形態において電子機器はユーザがアプリケーシ
ョンの並び順を指定することを可能にすることのできる別の表示画面（不図示）を表示し
てもよい。
【０１３３】
　通知モジュールが対応するアプリケーションに基づくグループに通知を分類すると、通
知はあらかじめ定められた順序を各グループに割り当てることができる。例えば、各グル
ープについて通知モジュールは、関連づけられた通知を各通知の受信時刻に基づいて（例
えば時系列順に基づいて）配列することができる。本技術分野に属する当業者は、他のあ
らかじめ定められた順序を代わりに用いることが可能であることを理解するであろう。
【０１３４】
　対照的に、ユーザが並び替えオプション９１０を選択した場合、通知モジュールは通知
リストに通知を表示するためにあらかじめ定められた順序を割り当てることができる。具
体的には、通知モジュールは、受信した通知を各通知の受信時刻に基づいて（例えば時系
列順に基づいて）配列することができる。つまり、受信した通知のうち最新のものを、通
知リストの一番上（または一番下）に追加することができる。より新しい通知が受信され
ると、一番上の通知は通知リスト内で押し下げられてよい。
【０１３５】
　表示画面９０６はさらに、通知センター（例えば図６Ａ～図６Ｅの通知センター６０２
）にどのアプリケーションを表示するかをユーザが指定できるようにすることのできるオ
プション９１２を含んでもよい。表示画面９０６に示されるように、オプション９１２は
複数の対話式リスト（例えば「通知センターに含める」グループ９１１および「通知セン
ターに含めない」グループ９１３）を含むことができる。「通知センターに含める」グル
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ープ９１１に含まれるアプリケーションに関する通知は、通知センターに表示される。一
方、「通知センターに含めない」グループ９１３に含まれるアプリケーションに関する通
知は、通知センターから除外される。
【０１３６】
　ユーザは任意かつ好適な手法を用いて、どのアプリケーションを通知センターに含める
かを指定することができる。例えば、ユーザは「編集(Edit)」オプション９１４を選択し
てオプション９１２を手動で調整してもよい。ユーザが「編集」オプション９１４を選択
すると、電子機器はグループ９１１および９１３へ／からユーザがアプリケーションを手
動で移動することを可能にする表示画面を提供することができる。
【０１３７】
　図９Ｃを参照すると、「編集」オプション９１４（図９Ｂ）をユーザが選択したことに
応じて表示されてよい表示画面９２０が示されている。表示画面９２０に示されるように
、ユーザは「通知センターに含める(In Notification Center)」グループ９１１および「
通知センターに含めない(Not In Notification Center)」グループ９１３へ／からオプシ
ョン９１２のそれぞれを移動することができる。例えばユーザは、オプション９２２をタ
ップして「通知センターに含めない」グループ９１３から「通知センターに含める」グル
ープ９１１にドラッグすることができる。
【０１３８】
　図９Ｄは、ユーザが「通知センターに含める」グループ９１１の一番下にオプション９
２２が移動された際に表示されてよい表示画面９２４を示している。いくつかの場合にお
いて、「通知センターに含める」グループ９１１内でアプリケーションを配列する順番が
、通知センター内でアプリケーションペインが表示される順序を決定づけてもよい。例え
ば、図９Ｄの「通知センターに含める」グループ９１１に基づいて、通知センターは天気
パネルを一番上に、次いでメールパネル、…、といった順序で含むことができる。従って
、ユーザは各オプション９２２、９２６、９２８または９３０を（例えば各オプションを
タップしてドラッグすることにより）上または下に移動させることで、通知センターに表
示されるアプリケーションペインの順序を調整してもよい。
【０１３９】
　ユーザは、通知センターに表示すべきアプリケーションの編集を終えると、「完了(Don
e)」オプション９３２を選択することができる。ユーザの選択後、電子機器は表示画面を
図９Ｂの表示画面９０６と同様の表示画面に戻すことができる。
【０１４０】
　別の例として、ユーザは、オプション９１２内のオプションをタップすることにより、
通知センターに表示されるべきアプリケーションを指定してもよい。例えば、図９Ｂを参
照すると、ユーザは「メール」オプション９１６を選択することができる。ユーザの選択
に応答して、電子機器は「メール」アプリケーションについての表示オプションの詳細画
面を提供することができる。
【０１４１】
　図９Ｅを参照すると、「メール」アプリケーションについての表示オプションの詳細画
面を提供することのできる表示画面９４０が示されている。表示画面９４０は、「メール
」アプリケーションから受信された通知を通知センターに含めるか否かをユーザが指定す
ることを可能にすることができるスイッチ９４１を含むことができる。具体的には、ユー
ザがスイッチ９４１を「ＯＮ」に設定すると、「メール」アプリケーションから受信した
通知は通知センターに表示されるであろう。一方、ユーザがスイッチ９４１を「ＯＦＦ」
に設定すると、「メール」アプリケーションから受信した通知は通知センターに表示され
ないであろう。
【０１４２】
　あるアプリケーションからの通知が、通知センターに含められるべきものと選択されて
いる場合、ユーザは「表示(Show)」オプション９４２を選択することにより、そのアプリ
ケーションについて表示されるべき通知のあらかじめ定められた数を指定してもよい。
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【０１４３】
　図９Ｆを参照すると、電子機器は、ユーザが「表示」オプション９４２を選択したこと
に応答して表示されてよい表示画面９５０を提供することができる。表示画面９５０は、
オプションリスト９５２を含むことができる。オプションリスト９５２に含まれるオプシ
ョンはそれぞれ異なる数（例えば１，５，１０）の通知が通知センター内でアプリケーシ
ョンについて表示されるようにユーザが指定することを可能にしてよい。例えば、ユーザ
がオプション９５４を選択すると、メールアプリケーションに対応するアプリケーション
ペイン（例えば図６Ｂのアプリケーションペイン６１４）は、最大で１０の通知を表示す
ることができる。いくつかの場合において、更新の頻度に基づいて、一部のアプリケーシ
ョン（例えば電子メールやソーシャルネットワークアプリケーション）についてはより多
い数がセットされ、他のアプリケーション（例えば天気アプリケーション）についてはよ
り少ない数がセットされてもよい。
【０１４４】
　本技術分野に属する当業者は、オプションリスト９５２で提供されているオプションが
単なる例示であることを理解するであろう。具体的には、電子機器は、任意のあらかじめ
定められた数（例えば１，５，１０，２０またはそれより多い数、など）の通知をユーザ
が指定することを可能にする１つ以上のオプションを代わりに提供してもよい。
【０１４５】
　あらかじめ定められた通知の数に基づき、表示可能な通知の数があらかじめ定められた
数を超える場合、通知モジュールは（例えば図６Ｃおよび図６Ｄに示されるように）アプ
リケーションペインから自動的に通知を除去することができる。通知モジュールがあらか
じめ定められた通知の数を超える１つ以上の通知を自動的に除去できるため、通知モジュ
ールは通知センターにおいて通知の簡潔な提示を提供することができる。さらに、この手
法は（例えば図６Ｂのボタン６１６を選択することによって）ユーザが通知を通知センタ
ーから消去する必要がないので、ユーザにとって便利である。
【０１４６】
　図９Ｅに戻って、表示画面９４０は、電子機器がロック状態で動作している際に（例え
ば図８Ａ～図８Ｆの表示画面に）、そのアプリケーションに関連づけられた通知を表示す
るかどうかをユーザが選択することを可能にすることのできるオプション９４３(View in
 Lock Screen)をさらに含むことができる。いくつかの実施形態において、ユーザはオプ
ション９４３を選択することができる。つまり、電子機器がロック状態で受信した通知は
ロック状態が解除されるまで表示されないよう、オプション９４３はデフォルト状態が「
ＯＦＦ」であってよい。
【０１４７】
　この設定は、ユーザがプライバシーの観点から通知の表示をカスタマイズすることを可
能にするため、利点を有するであろう。例えば、電子機器がロック状態で動作している間
は、新たな電子メールメッセージが表示画面に現れるのをユーザが望まないかもしれない
。しかし、ユーザが電子機器のロックを解除すると、ユーザは通知センターを起動するか
、１つ以上のバナーを通じて、受信済みの電子メールメッセージを見ることができること
を望むであろう。しかし、ユーザがオプション９４３を「ＯＮ」に設定することを選択し
た場合、通知モジュールは電子機器がロック状態にある間でも、受信した新たな通知を直
ちに表示することができる。
【０１４８】
　オプション９４４は電子機器がロック解除状態で動作している際に通知がどのように表
示されるべきかをユーザが指定できるようにすることができる。例えば、オプション９４
４は「なし(None)」オプション９４５、「バナー(Banners)」オプション９４６，および
「警告(Alerts)」オプション９４７を含むことができる。
【０１４９】
　ユーザが「なし」オプション９４５を選択すると、通知モジュールは特定のアプリケー
ションについて視覚的な通知を行わなくすることができる。しかし、通知は依然として通
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知センターに表示されてもよい。あるいは、ユーザが「バナー」オプション９４６を選択
すると、通知モジュールは受信した通知を１つ以上のバナー（例えば図７Ａ～図７Ｅに示
したバナー）として表示画面に表示することができる。ユーザは例えば、特定のアプリケ
ーションが重要ではあるが生成頻度が高い通知を送信する場合に、「バナー」オプション
９４６を選択することができる。
【０１５０】
　ユーザが「警告」オプション９４７を選択すると、通知モジュールは受信した通知をユ
ーザの応答が必要なメッセージとして表示することができる（例えば、ユーザはアプリケ
ーションのタイプに応じて「却下」オプションまたは「閲覧」オプションを選択すること
を要求される）。
【０１５１】
　表示画面９４０はさらに、受信された通知に対応するバナーに、アプリケーションの画
像を表示するか否かを示すことのできる「アプリケーションアイコンバッジを表示」オプ
ション９４８を含んでよい。例えば、「アプリケーションアイコンバッジを表示」オプシ
ョン９４８が「ＯＮ」に設定されている場合、通知モジュールはその通知を生成したアプ
リケーションを表すアイコン（例えば図７Ａのアイコン７０４）を表示することができる
。「アプリケーションアイコンバッジを表示」オプション９４８が「ＯＦＦ」に設定され
ている場合、通知モジュールはそのアプリケーションに対応したバナーにアイコンを表示
しないであろう。本技術分野に属する当業者は、「アプリケーションアイコンバッジを表
示」オプションが、アプリケーションの画像に加え、あるいはその代わりに、他の任意の
視覚的な装飾を、通知モジュールがバナーに追加することを可能にしてもよいことを理解
するであろう。
【０１５２】
　「通知音(Sounds)」オプション９４９は、そのアプリケーションに関する通知の受信時
の発音を許可するか否かを示すことができる。「通知音」オプション９４９が「ＯＦＦ」
に設定された場合、そのアプリケーションについての通知が受信された際に何の音も再生
されないであろう。一方、「通知音」オプション９４９が「ＯＮ」に設定された場合、そ
のアプリケーションについて新しい通知が受信されると、通知は音声警報を再生すること
ができる。その結果、「なし」オプション９４５が特定のアプリケーションについて選択
されていたとしても（例えば、視覚的通知がない場合であったとしても）、ユーザはその
アプリケーションについて新たな通知が受信された際に依然として音声警報を聞くことが
できる。音声警報を聞いた結果としてユーザは、通知へアクセスするため、後で通知セン
ターの起動を選択することができる。本技術分野に属する当業者は、図９Ａ～図９Ｆにお
いて検討した通知設定が単なる例示であって、それ以外の任意の好適な通知設定をカスタ
マイズ可能にすることができることを理解するであろう。
【０１５３】
　上述したように、通知モジュールは任意の好適な電子機器において実施されてよい。例
えば、通知モジュールは大型ディスプレイおよび／またはタッチスクリーン（例えば図２
のタッチI/Oデバイス２１２）を備えた電子機器で実施されてよい。そのような実施形態
において通知センターは、より小さな機器における実施形態と同様、画面全体を満たさな
くてもよい。
【０１５４】
　例えば、図１０Ａ～図１０Ｃを参照すると、大型ディスプレイを備える電子機器のため
の表示画面が示されている。まず図１０Ａを参照すると、表示画面１０００は、通知セン
ター１００２が表示画面１０００の全体を満たさないことを示している。
【０１５５】
　さらに、大型ディスプレイを備えた機器について、通知モジュールは通知センターが新
たな通知を含んでいない場合に視覚的な目安を表示してもよい。例えば、図１０Ｂの表示
画面１００４に示されるように、通知モジュールは、通知センター１００２が現在新しい
通知を格納していないことを示すことを知らせることができる。本技術分野に属する当業
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者は、そのような目安が、より小さなディスプレイを備えた電子機器においても提供され
てよいことを理解するであろう。
【０１５６】
　図１０Ｃを参照すると、表示画面１００６は大型画面を有する電子機器がロック状態か
つランドスケープモードである場合に表示されてよい通知のタイプを示している。従って
、図８Ａ～図８Ｆとは対照的に、受信された新規の通知は、表示画面にまず大きな様式の
個別通知として表示されない。むしろ、新規の通知はスクロール可能な通知リスト１００
８に表示される。その結果、通知モジュールは、図８Ａ～図８Ｄのプルダウンオプション
８３０のようなプルダウンオプションを表示する必要がないであろう。本技術分野に属す
る当業者は、通知リスト１００８は、電子機器がポートレートモードにある場合も同様に
表示されてよいことを理解するであろう。
【０１５７】
　本技術分野に属する当業者は、通知リスト１００８内の通知の各々は、通知リスト８３
４（図８Ｅおよび図８Ｆ）内の通知と同様の特性を示してもよい。加えて、本技術分野に
属する当業者は、図１０Ａ～図１０Ｃに示す表示画面が通知センターの一実施形態に過ぎ
ないことを理解するであろう。従って、大型ディスプレイを備える電子機器で実施される
通知モジュールは、（例えば図６Ａ～図６Ｅ、図７Ａ～図７Ｅ、図８Ａ～図８Ｆ、および
図９Ａ～図９Ｆに示される通知の提示方法と同様な）任意の適切な方法で通知を表示する
ことができる。
【０１５８】
　図１１～図１４は、本発明のいくつかの実施形態に従った例示的な処理のフローチャー
トを示している。これらの処理は、電子機器（例えば図１の機器１００や図２のシステム
２００）の１つ以上の構成要素によって実行されてよい。例えば、図１１～図１４の処理
におけるステップの少なくとも一部は、通知モジュール（例えば図２の通知モジュール２
３８）によって実行されてもよい。さらに、本技術分野に属する当業者は、ステップの一
部が、タッチ処理モジュール（例えば、図２のタッチ処理モジュール２２６）および／ま
たはグラフィクスモジュール（例えば図２のグラフィクスモジュール２２８）と連携して
実施されてよいことを理解するであろう。
【０１５９】
　まず図１１を参照すると、複数の通知の受信に応答してプルダウンオプションを表示す
るための処理１１００が示されている。処理１１００はステップ１１０２で開始してよく
、ステップ１１０４で、通知モジュールは少なくとも１つのアプリケーションから複数の
通知を受信することができる。
【０１６０】
　そして、ステップ１１０６で通知モジュールは、電子機器がロック状態で動作している
ことを検出することができる。次のステップ１１０８で通知モジュールは、複数の通知に
関連づけられた（例えば図８Ａ～図８Ｄのプルダウンオプション８３０のような）プルダ
ウンオプションを提供することができる。さらに、通知モジュールは、表示画面に通知（
例えば図８Ａおよび図８Ｂの通知８０２、図８Ｃの通知８１６、図８Ｄの通知８２４）を
さらに提供することができる。この通知は、直近に受信された１つの通知であってよい。
【０１６１】
　プルダウンオプションを提供した後、処理１１００はステップ１１１０へ移行してよい
。ステップ１１１０で通知モジュールは、ユーザがプルダウンオプションを選択したこと
を判定することができる。そして、ステップ１１１２で通知モジュールは複数の通知のリ
スト（例えば図８Ｅおよび図８Ｆの通知リスト８３４）を提供することができる。そして
、処理１１１０は、ステップ１１１４で終わってもよい。
【０１６２】
　図１２には、通知センターを表示するための処理１２００が示されている。処理１２０
０は、ステップ１２０２で始まってよく、そしてステップ１２０４で通知モジュールは、
プッシュベースの通知（例えば非サードパーティまたはサードパーティアプリケーション
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からの通知）およびトリガーベースの通知（例えばアラームまたはリマインダー）の少な
くとも１つを含んだ複数の通知を受信することができる。
【０１６３】
　そして、ステップ１２０６で通知モジュールは、電子機器がロック解除状態にあること
を検出することができる。電子機器がロック解除状態にあることを検出した後、処理１２
００はステップ１２０８へ移行してよい。
【０１６４】
　ステップ１２０８で通知モジュールは、ユーザが通知センターにアクセスすることを選
択したことを検出することができる。例えば、通知モジュールは、ユーザが（例えば１本
以上の指を表示画面の一番上から下方向へ素早くフリックすることによって）グロススワ
イプジェスチャーを実行したことを検出することができる。別の例として、通知モジュー
ルは、ユーザが表示画面の一番上から下方向に１本以上の指をゆっくりドラッグしたこと
を検出することができる。
【０１６５】
　ステップ１２１０へ続き、通知モジュールは、通知センターを表示することができる。
通知センターは、複数の通知に関連づけられた複数のペイン（例えば図６Ｂのペイン６０
８～６１４）を含むことができる。そして、処理１２００は、ステップ１２１２で終わっ
てよい。
【０１６６】
　図１３は、バナーを提供するための例示的な処理１３００のフローチャートを示してい
る。処理１３００はステップ１３０２で開始してよく、ステップ１３０４で、通知モジュ
ールは少なくとも１つのアプリケーションから通知を受信することができる。ステップ１
３０６で通知モジュールは、電子機器がロック解除状態にあることを検出することができ
る。
【０１６７】
　ステップ１３０８へ続き、通知モジュールはその通知に関連づけられたバナーを提供す
ることができる。このバナーは、ユーザがそのバナーと重なり合っている少なくとも１つ
の操作領域(control)にアクセスすることを可能にする。例えば、図７Ｅに示すように、
通知モジュールは、「通知」ボタン７３０に重畳するバナー７２８を提供することができ
る。しかし、通知モジュールは依然としてユーザが「通知」ボタン７３０にアクセスでき
るようにすることができる。バナーを提供した後、方法１３００はステップ１３１０で終
わってよい。
【０１６８】
　図１４は、通知設定を提供するための例示的な処理１４００のフローチャートを示して
いる。処理１４００はステップ１４０２で始まってよく、ステップ１４０４で通知モジュ
ールは、機器通知の設定を変更するためのオプション（例えば図９Ａの「通知」オプショ
ン９０４）を提供することができる。そして、ステップ１４０６で通知モジュールは、ユ
ーザがそのオプションを選択したことを検出することができる。
【０１６９】
　ステップ１４０８へ続いて、通知モジュールは複数の通知設定を提供することができる
。この複数の通知設定は、通事順序オプション（例えば図９Ｂのオプション９１２）、通
知数オプション（例えば図９Ｆのオプションリスト９５２）、および警告スタイルオプシ
ョン（例えば図９Ｅの警告スタイルオプション９４４）の１つ以上に関連づけられたオプ
ションを含むことができる。そして、処理１４００は、ステップ１４１０で終わってよい
。
【０１７０】
　なお、図１１～図１４の処理１１００、１２００、１３００、および１４００は、単な
る例示であることを理解すべきである。本発明の範囲を外れることなく、これらステップ
のいずれもが、除去、変更、または組み合わされてよく、また、任意の追加ステップが追
加されてよい。
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【０１７１】
　本発明の説明された実施形態は例証を目的として提示されたものであって、限定を目的
として提示されたものではない。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６Ａ】
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【図６Ｂ】 【図６Ｃ】

【図６Ｄ】 【図６Ｅ】
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【図６Ｆ】

【図６Ｇ】

【図６Ｈ】

【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図７Ｃ】

【図７Ｄ】
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【図７Ｅ】 【図８Ａ】

【図８Ｂ】 【図８Ｃ】
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【図８Ｄ】 【図８Ｅ】

【図８Ｆ】 【図９Ａ】



(44) JP 2014-519126 A 2014.8.7

【図９Ｂ】 【図９Ｃ】

【図９Ｄ】 【図９Ｅ】
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【図９Ｆ】 【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】 【図１０Ｃ】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月16日(2014.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器であって、
　１つ又は複数のプロセッサと、
　メモリと、
　前記メモリに格納され、前記１つ又は複数のプロセッサによって実行される様に構成さ
れた１つ又は複数のプログラムとを有し、
　前記１つ又は複数のプログラムが、
　　少なくとも１つのアプリケーションから複数の通知を受信し、
　　前記電子機器がロック状態で動作していることを検出し、
　　前記複数の通知のリストを表示し、
　　前記電子機器が前記ロック状態で動作している際に、ユーザが前記表示されたリスト
を閲覧することを可能にする、
ための命令を含むことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記１つ又は複数のプログラムが、さらに、
　さらなる受信通知が表示されるよう、前記表示されたリストを上または下に移動させる
ためのユーザ入力を受信するための命令を含むことを特徴とする請求項１記載の電子機器
。
【請求項３】
　前記複数の通知の前記リストに表示される通知の各々が、代表グラフィックおよびテキ
ストを有することを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項４】
　前記複数の通知の前記リストが、前記複数の通知の各々が受信された時刻に基づいて配
列されていることを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項５】
　前記１つ又は複数のプログラムが、さらに、
　前記電子機器のロックを解除するためのユーザコマンドを受信し、
　前記電子機器のロックを解除し、
　前記電子機器が前記ロック状態に再度移行した後、前記電子機器のロックを解除する前
に表示されていた前記複数の通知の前記リストの表示を中断する、
ための命令を含むことを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項６】
　前記１つ又は複数のプログラムが、さらに、
　テキストを含んだユーザ入力ロック解除領域を表示するための命令を有することを特徴
とする請求項１記載の電子機器。
【請求項７】
　前記ユーザ入力ロック解除領域に含まれる前記テキストは、受信した通知の内容に応じ
て変化することを特徴とする請求項６記載の電子機器。
【請求項８】
　電子機器がロック状態にある際に通知を表示するための方法であって、
　少なくとも１つのアプリケーションから複数の通知を受信するステップと、
　前記電子機器がロック状態で動作していることを検出するステップと、
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　前記複数の通知のリストを表示するステップと、
　前記電子機器が前記ロック状態で動作している際に、ユーザが前記表示されたリストを
閲覧することを可能にするステップと、
を有することを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記表示されたリストを前記ユーザが閲覧することを可能にするステップが、さらなる
受信通知が表示されるよう、前記表示されたリストを上または下に移動させるためのユー
ザ入力を受信するステップを有することを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の通知の前記リストに表示される通知の各々が、代表グラフィックおよびテキ
ストを有することを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数の通知の前記リストが、前記複数の通知の各々が受信された時刻に基づいて配
列されていることを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１２】
　さらに、
　前記電子機器のロックを解除するためのユーザコマンドを受信するステップと、
　前記電子機器のロックを解除するステップと、
　前記電子機器が前記ロック状態に再度移行した後、前記電子機器のロックを解除する前
に表示されていた前記複数の通知の前記リストの表示を中断するステップと、
を有することを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１３】
　テキストを含んだユーザ入力ロック解除領域を表示するステップをさらに有することを
特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１４】
　前記ユーザ入力ロック解除領域の前記テキストは、受信した通知の内容に応じて変化す
ることを特徴とする請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　１つ又は複数のプログラムを格納する、コンピュータが読み取り可能な記憶媒体であっ
て、前記１つ又は複数のプログラムは命令を有し、前記命令はディスプレイを有する電子
機器で実行された際に、前記電子機器を、
　少なくとも１つのアプリケーションから複数の通知を受信し、
　前記電子機器がロック状態で動作していることを検出し、
　前記複数の通知のリストを表示し、
　前記電子機器が前記ロック状態で動作している際に、ユーザが前記表示されたリストを
閲覧することを可能にする、
ように機能させることを特徴とするコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【請求項１６】
　前記１つ又は複数のプログラムが、さらに、
　前記電子機器で実行された際に、前記電子機器を、
　さらなる受信通知が表示されるよう、前記表示されたリストを上または下に移動させる
ためのユーザ入力を受信するように機能させるための命令を含むことを特徴とする請求項
１５記載のコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【請求項１７】
　前記複数の通知の前記リストに表示される通知の各々が、代表グラフィックおよびテキ
ストを有することを特徴とする請求項１５記載のコンピュータが読み取り可能な記憶媒体
。
【請求項１８】
　前記複数の通知の前記リストが、前記複数の通知の各々が受信された時刻に基づいて配
列されていることを特徴とする請求項１５記載のコンピュータが読み取り可能な記憶媒体
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。
【請求項１９】
　前記１つ又は複数のプログラムが、さらに、
　前記電子機器で実行された際に、前記電子機器を、
　　前記電子機器のロックを解除するためのユーザコマンドを受信し、
　　前記電子機器のロックを解除し、
　　前記電子機器が前記ロック状態に再度移行した後、前記電子機器のロックを解除する
前に表示されていた前記複数の通知の前記リストの表示を中断する、
ように機能させるための命令を含むことを特徴とする請求項１５記載のコンピュータが読
み取り可能な記憶媒体。
【請求項２０】
　前記１つ又は複数のプログラムが、さらに、
　前記電子機器で実行された際に、前記電子機器を、
　テキストを含んだユーザ入力ロック解除領域を表示するように機能させるための命令を
有することを特徴とする請求項１５記載のコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２１】
　前記ユーザ入力ロック解除領域に含まれる前記テキストは、受信した通知の内容に応じ
て変化することを特徴とする請求項２０記載のコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
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